
(1)

〈発行〉 中央区 　〈編集〉 企画部広報課　中央区築地一丁目1番1号　（代表）☎（3543）0211 平成28年（2016年）6月1日（水曜日）

中
央
区
長

 

や 

だ 

よ 

し 

ひ 

で

「区のおしらせ　中央」は毎月１日、11日、21日の月３回発行。次回6月11日号は新聞折り込みです。
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平成28年度国民健康保険料納
入通知書の送付
個人住民税の公的年金からの
特別徴収制度
「区長への手紙」から
元気高齢者人材バンクのご案
内
情報コーナー（施設／保健・医
療・福祉／講座・催し物／ス
ポーツ／税／国保・年金／そ
の他）

今号の主な内容
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何
と
い
っ
て
も
「
安
全
・
安

心
」
が
第
一
で
す
。
自
然
の
脅

威
を
侮
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

「
常
に
災
害
と
隣
り
合
わ
せ
の

生
活
を
送
っ
て
い
る
」
の
で
す
。

　
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド（
Ｍ
）６
・

５
も
の
前
震
の
あ
と
、
そ
れ
を

越
す
Ｍ
７
・
３
の
振
れ
が
起
こ

っ
た
熊
本
地
震
は
そ
の
こ
と
を

ま
ざ
ま
ざ
と
教
え
、
警
鐘
を
鳴

ら
し
て
い
ま
す
。
本
震
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
は
前
震
の
約
16
倍
と
い

う
。
気
象
庁
担
当
者
は
「
過
去

の
経
験
則
に
当
て
は
ま
ら
な
い
」

と
説
明
し
て
い
ま
す
が
、
５
年

前
の
東
日
本
大
震
災
で
も
津
波

の
高
さ
、規
模
で「
想
定
外
」「
想

定
外
」
が
連
発
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
区
で
は
直
ち
に
ト
ラ
ッ
ク

協
会
中
央
支
部
の
ご
協
力
の
も

と
ア
ル
フ
ァ
米
、
バ
ラ
ン
ス
栄

養
食
、
缶
詰
、
粉
ミ
ル
ク
な
ど

の
物
資
を
４
ト
ン
・
ト
ラ
ッ
ク

２
台
で
搬
送
し
ま
し
た
。
さ
ら

に
建
築
物
の
危
険
度
判
定
や
罹

災
証
明
発
行
な
ど
の
た
め
職
員

も
派
遣
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

義
援
金
も
準
備
し
て
お
り
ま
す

が
、
区
民
の
皆
さ
ま
に
も
さ
ま

ざ
ま
な
面
で
ご
協
力
い
た
だ
き

感
謝
に
堪
え
ま
せ
ん
。

　
こ
の
東
京
も
い
つ
Ｍ
７
ク
ラ

ス
の
大
き
な
地
震
に
襲
わ
れ
て

も
不
思
議
で
な
い
と
い
う
状
況

で
す
。「
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く

り
」
に
向
け
万
全
の
態
勢
を
築

い
て
ま
い
る
決
意
で
す
―
―
。

　

国
は
、
６
月
の
食
育
月
間
に
お
い
て
、
家
庭
に
お
け
る

「
共
食（
き
ょ
う
し
ょ
く
＝
誰
か
と
食
事
を
共
に
す
る
こ

と
）」な
ど
、
食
を
通
じ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
促
進

を
重
点
事
項
と
し
て
い
ま
す
。
区
で
も
、
家
族
と
一
緒
に

楽
し
く
食
べ
る「
共
食
」の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
日
頃
の
食
生
活
や
家
族
そ
ろ
っ
て
楽
し
く

食
卓
を
囲
む「
共
食
」を
見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

問
中
央
区
保
健
所
健
康
推
進
課
栄
養
担
当

 

☎（
３
５
４
１
）４
２
６
０

１９日は「食育の日」

６月は「食育月間」

中央区食育野菜キャラクター

家族とのコミュニケーションが図れ、
楽しく食べることができる。

食について学べる機会となる。

栄養バランスのよい食事ができる。

行事

マナー 作り方

旬

いただきます
ごちそうさま
でした

規則正しい時間に
食べることができる。

１日の生活リズムが整いやすくなり、
健康的な生活習慣にもつながる。

家族一緒に食べると品数が増えたり、
バランスのよい食事にもつながる。

食事のマナーや食習慣、食文化など
を親から子へ伝えることができる。

会話を通して子どもの様子を知る
ことができ、お互いに理解が深まる。

ま

ナー

「いただきます」「ごちそうさま」に
は、さまざまな感謝の気持ちが込め
られています。食事の始まりと終わ
りに家族であいさつをする習慣を付
けることも大切です。

　

和食の配膳

箸の選び方

1.5倍

ちょうどよい箸の長さは、親指と人差し
指を直角(90度)に広げ、その両指を結ん
だ長さの1.5倍が目安となります。

　
箸を上手に使うために、自分の手に
合った箸を選びましょう。

食事のあいさつ

中央区トップページ▲

健康・医療・福祉▲

保健所・保健センター▲

食育ガイド▲

【食育への取り組み】

▲和食の配膳を記載したチラシ

子どもたちが、和食の配膳の仕方を
理解できるよう、子ども用ランチョ
ンマット風のチラシを作成しました。
主食・主菜・副菜の並べ方の参考と
して、ご活用ください。

つ

区のホーム
ページから
ダウンロード
できます

親子で
確認!

「共食」は食育の原点であり、子どもへの食育を推進する大切な時間と場になります。

共き
ょ
う

食し
ょ
く

っ
て
い
い
ね
！

　
 家
族そろ

っていただきま～す
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国
民
健
康
保
険
料
は
納
期
限
ま
で
に
納
付
を

収
納
率
向
上
へ
の
対
策
強
化
を
し
て
い
ま
す

中
等
度
難
聴
児
発
達
支
援
事
業

（
補
聴
器
購
入
費
助
成
）

高
次
脳
機
能
障
害
者
の

支
援
に
つ
い
て

平
成
28
年
度
国
民
健
康
保
険
料

　
　
　
　
納
入
通
知
書
の
送
付

重度障害者（児）
日常生活用具の給付
対象種目の新設・変更

　
国
民
健
康
保
険
は
、
病
気
や
け

が
を
し
た
と
き
に
、
安
心
し
て
医

療
機
関
に
か
か
れ
る
よ
う
に
、
加

入
者
が
日
頃
か
ら
収
入
に
応
じ
て

保
険
料
を
出
し
合
い
、
医
療
費
に

充
て
る「
相
互
扶
助
」の
制
度
で
す
。

皆
さ
ん
が
納
め
る
保
険
料
と
、
国

や
都
か
ら
の
補
助
金
な
ど
に
よ
っ

て
医
療
費
の
支
払
い
な
ど
の
事
業

を
行
い
ま
す
。
必
ず
納
期
限
内
に

納
め
ま
し
ょ
う
。

　
納
付
期
限
を
過
ぎ
て
も
納
付
が

な
い
方
に
は
督
促
状
を
お
送
り
し

て
い
ま
す
。

　
そ
の
後
、
災
害
な
ど
の
特
別
な

理
由
も
な
く
一
定
期
間
が
経
過
し

て
も
納
付
が
な
い
場
合
、
法
律
に

基
づ
き
滞
納
の
あ
る
方
の
預
貯
金
、

生
命
保
険
、
不
動
産
な
ど
の
財
産

を
調
査
し
、
差
し
押
さ
え
な
ど
の

滞
納
処
分
を
行
う
場
合
が
あ
り
ま

す
。

　
ま
た
、
保
険
料
の
納
付
が
困
難

な
場
合
は
、
そ
の
ま
ま
に
せ
ず
に

早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

逢
保
険
年
金
課
収
納
係

 

☎（
３
５
４
６
）５
３
６
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身
体
障
害
者
手
帳（
視
覚
障
害
）

の
交
付
対
象
と
な
ら
な
い
中
等
度

難
聴
児
に
対
し
、
補
聴
器
購
入
費

用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

対　
象

　
区
内
在
住
の
18
歳
未
満
の
児
童

で
、
次
の
要
件
を
全
て
満
た
す
方

・
身
体
障
害
者
手
帳（
聴
覚
障
害
）

交
付
の
対
象
と
な
る
聴
力
で
は

な
い
方

・
両
耳
の
聴
力
レ
ベ
ル
が
お
お
む

ね
30
デ
シ
ベ
ル
以
上
で
あ
り
、

補
聴
器
の
装
用
に
よ
り
、
言
語

　
平
成
28
年
度
国
民
健
康
保
険
料

の
納
入
通
知
書
を
６
月
中
旬
に
全

加
入
世
帯
へ
郵
送
し
ま
す
。

　
保
険
料
は
、
確
定
し
た
平
成
27

年
中
の
所
得
を
も
と
に
計
算
し
ま

す（
別
表
１
の
と
お
り
）。

均
等
割
額
軽
減
制
度

　
世
帯
の
所
得
が
一
定
以
下
の
場

合
は
、
保
険
料
の
均
等
割
額
が
軽

減
さ
れ
ま
す（
別
表
２
の
と
お
り
）。

納
付
方
法

　
保
険
料
の
支
払
い
は
、
６
月
か

ら
翌
年
３
月
ま
で
の
10
回
割
で
す
。

　
通
知
書
に
は
、
各
月
納
期
分
の

納
付
書
と
、
１
年
間
分
の
全
納
用

納
付
書
を
付
け
て
い
ま
す
。
一
括

で
納
付
で
き
る
方
は
、
ご
協
力
く

だ
さ
い
。

◎
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
も

納
付
で
き
ま
す
。

納
付
方
法
が
年
金
か
ら
の
天
引
き

の
方

　
２
カ
月
に
一
度
の
年
金
受
給
月

に
保
険
料
を
天
引
き
し
ま
す
。

　
対
象
は
、
次
の
条
件
を
全
て
満

た
す
世
帯
で
す
。

・
世
帯
主
が
国
保
被
保
険
者

・
世
帯
全
員
が
65
歳
〜
74
歳

・
世
帯
主
が
年
間
18
万
円
以
上
の

年
金
を
受
給
し
、
国
民
健
康
保

険
料
と
介
護
保
険
料
の
合
算
額

が
年
金
受
給
額
の
２
分
の
１
以

下
口
座
振
替
に
よ
る
納
付
方
法
へ
の

変
更

　
年
金
か
ら
の
天
引
き
と
な
る
世

帯
も
、
申
請
に
よ
り
口
座
振
替
に

よ
る
納
付
に
変
更
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

会
社
な
ど
の
健
康
保
険
に
加
入

し
て
い
た
方
の
旧
被
扶
養
者
へ

の
保
険
料
負
担
軽
減
措
置

　
会
社
な
ど
の
健
康
保
険
に
加
入

し
て
い
た
方
が
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
に
移
行
す
る
こ
と
に
伴
い
、

そ
の
方
の
扶
養
と
な
っ
て
い
た
方

（
旧
被
扶
養
者
）が
新
た
に
国
民
健

康
保
険
へ
加
入
さ
れ
た
場
合
に
は
、

申
請
に
よ
り
保
険
料
の
所
得
割
を

免
除
し
、
均
等
割
を
半
額
に
す
る

減
免
措
置
が
あ
り
ま
す
。

◎
65
歳
以
上
の
方
に
限
り
ま
す
。

所
得
申
告

　
一
定
の
所
得
以
下
の
世
帯
で
は
、

保
険
料
が
減
額
に
な
る
場
合
も
あ

り
ま
す
の
で
、
世
帯
の
中
で
平
成

27
年
中
の
所
得
の
申
告
を
し
て
い

な
い
方
が
い
る
場
合
は
、
収
入
の

有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
お
早
め
に

所
得
の
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

逢
保
険
年
金
課
資
格
係

 
☎（
３
５
４
６
）５
３
６
２

高
次
脳
機
能
障
害
と
は

　
脳
の
病
気
や
事
故
に
よ
る
外
傷

な
ど
が
原
因
で
脳
に
損
傷
を
受
け
、

そ
の
後
遺
症
と
し
て
記
憶
・
思

考
・
遂
行
機
能
・
社
会
的
行
動
と

い
っ
た
認
知
機
能
が
低
下
し
て
い

る
状
態
を
高
次
脳
機
能
障
害
と
言

い
ま
す
。
何
年
も
か
け
て
緩
や
か

に
回
復
し
て
い
き
ま
す
。

　
高
次
脳
機
能
障
害
が
あ
る
方
に

と
っ
て
は
、
周
囲
が
障
害
の
特
性

を
理
解
し
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

区
の
取
り
組
み

　
区
で
は
、
今
年
度
よ
り
、
高
次

脳
機
能
障
害
の
あ
る
方
や
家
族
に

対
す
る
支
援
や
理
解
の
た
め
の
事

業
と
し
て
、
今
回
の
講
演
会
の
開

催
の
ほ
か
、
保
健
師
な
ど
に
よ
る

相
談
会
や
交
流
会（
年
３
回
）を
行

い
ま
す
。

講
演
会

「
高
次
脳
機
能
障
害
の
理
解
と

支
援
に
つ
い
て
」

日　
時

　
６
月
19
日（
日
）

　
午
前
10
時
〜
正
午

会　
場

　
福
祉
セ
ン
タ
ー
３
階
会
議
室

対　
象

　
高
次
脳
機
能
障
害
に
関
心
の
あ

る
区
内
在
住
・
在
勤
者

講　
師

　
東
京
慈
恵
会
医
科
大
学
附
属
第

三
病
院
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科

教
授　
渡
邉　
修

　
４
月
１
日
よ
り
、
別
表
3
の
２

種
目
が
対
象
種
目
と
し
て
新
設
・

変
更
さ
れ
ま
し
た
。

　
給
付
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
商

品
購
入
の
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
既
に
購
入
さ
れ
た
商
品

に
つ
い
て
は
助
成
対
象
と
な
り
ま

せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

逢
障
害
者
福
祉
課
相
談
支
援
係

☎（
３
５
４
６
）６
０
３
２

℻  （
３
５
４
４
）０
５
０
５

別表3
種　目 対　象 性能など 耐用年数

新
設
人工喉頭
（人工鼻）

音声･言語機能障害に係る身体障害者手帳
の交付を受けた者（児）で、喉頭を摘出し
たことにより音声機能を喪失した者（常時
埋込型の人工喉頭を使用する者に限る）

常時埋込型の人工喉頭
を使用して発声するた
めに必要な消耗部品
（HMEカセット、ベー
スプレートなど）

―

変
更
視覚障害者
用情報･通
信支援用具

原則として学齢児以上の身体障害者手帳
の交付を受けた者（児）で、視覚機能に係
る障害の程度が1級または2級の者

視覚障害者向けのパソ
コン周辺機器やアプリ
ケーションソフトなど

5年

◎ 従来の給付種目「ワープロ用音声発声装置」に替わって「視覚障害者用情報・通信支援用具」
が給付対象となりました。今後、「ワープロ用音声発声装置」は給付対象外となります。

の
習
得
な
ど
の
一
定
の
効
果
が

期
待
で
き
る
と
医
師
が
判
断
す

る
方

◎
既
に
購
入
さ
れ
た
商
品
に
つ
い

て
は
助
成
対
象
と
な
り
ま
せ
ん

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◎
所
得
要
件
が
あ
り
ま
す
。
申
し

込
み
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

逢
障
害
者
福
祉
課
相
談
支
援
係
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３
５
４
６
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０
３
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別表1

◎賦課のもととなる所得金額とは、前年の総所得金額および山林所得金額ならびに株
式･長期（短期）譲渡所得金額などの合計から、基礎控除33万円を控除した額（雑損失
の繰越控除は適用しません）のことです。

基礎分保険料（加入者全員が納める保険料）

均等割額 1人当たり 35,400円×被保険者数

所得割額 被保険者全員の賦課の
もととなる所得金額 ×0.0686

＋

後期高齢者支援金分保険料（加入者全員が納める保険料）

均等割額 1人当たり 10,800円×被保険者数

所得割額 被保険者全員の賦課の
もととなる所得金額 ×0.0202

＋

介護分保険料（40歳から64歳が納める保険料）
均等割額 1人当たり 14,700円×第2号被保険者数※

所得割額 第2号被保険者全員の賦
課のもととなる所得金額×0.0108

＋

※第2号被保険者　40歳から64歳の方
なお、65歳以上の方の介護保険料は、国民健康保険料とは別に納め
ていただきます。

合
計
が
１
年
間
の
保
険
料

別表2
軽減内容 軽減判定基準
7割軽減 世帯主と加入者全員の平成27年中の総所得金額などの合計が33万円以下

5割軽減 世帯主と加入者全員の平成27年中の総所得金額などの合計が33万円＋
（加入者数×26.5万円）以下

2割軽減 世帯主と加入者全員の平成27年中の総所得金額などの合計が33万円＋
（加入者数×48万円）以下

◎加入者には、国民健康保険から後期高齢者医療制度へ移行した人を含みます。
◎ 軽減判定基準日は、平成28年4月1日です。ただし、平成28年4月2日以降に新規加
入した世帯については、資格を取得した日となります。

限度額は
世帯で　
 54万円

限度額は
世帯で　
 19万円

限度額は
世帯で　
 16万円

定　
員

　
60
人（
先
着
順
）

費　
用

　
無
料

申
し
込
み
方
法

　
６
月
17
日（
金
）午
後
５
時
ま
で

に
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
に
①
講

演
会
名
②
氏
名
・
ふ
り
が
な
③
郵

便
番
号
・
住
所
④
電
話
番
号
⑤
年

齢
を
記
入
し
、
ま
た
は
区
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
電
子
申
請
か
ら
申
し

込
む
。

託　
児

　
７
カ
月
以
上
の
お
子
さ
ん
を
お

預
か
り
し
ま
す
。
希
望
す
る
方
は

参
加
申
し
込
み
の
際
に
一
緒
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い（
６
人
程
度

先
着
順
）。

◎
手
話
通
訳
、
そ
の
他
介
助
な
ど

の
配
慮
の
必
要
な
方
は
事
前
に

お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

逢
福
祉
セ
ン
タ
ー

 

☎（
３
５
４
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平成28年（2016年）6月1日（水曜日） No.１２８７区のおしらせ 6 月 1 日号

区民相談全般・窓口のご案内については、「まごころステーション」☎（3546）0561へお気軽にお問い合わせ・ご相談ください。

問
い
合
わ
せ（
申
込
）先

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

凡
例

Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

年
金
生
活
者
等
支
援
臨
時
福
祉
給
付
金

（
高
齢
者
向
け
）の
手
続
き
は
お
済
み
で
す
か

ひ
と
り
親
家
庭
等
学
習
支
援
事
業
の
ご
案
内

６
月
は
東
京
都

Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
・
相
談
月
間

個
人
住
民
税
の
公
的
年
金

 
か
ら
の
特
別
徴
収
制
度

申
請
書

　
７
月
４
日（
必
着
）

◎
期
限
を
過
ぎ
る
と
受
け
付
け
す

る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

◎「
申
請
書
」は
平
成
28
年
度
中
に

65
歳
以
上
と
な
る
方
の
う
ち
、

平
成
27
年
度
臨
時
福
祉
給
付
金

を
受
給
さ
れ
た
対
象
者
の
ほ
か
、

税
情
報
閲
覧
に
関
す
る
同
意
を

い
た
だ
い
て
い
な
い
方
に
も
お

送
り
し
て
い
ま
す
。
給
付
金
に

該
当
す
る
方
は
忘
れ
ず
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
、
区
役
所
お
よ

び
区
民
セ
ン
タ
ー
内
受
付
窓
口
設

置
期
間

　
７
月
29
日（
金
）ま
で（
土
・
日

曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

◎
日
本
橋
・
月
島
区
民
セ
ン
タ
ー

内
受
付
窓
口
に
は
電
話
は
あ
り

ま
せ
ん
。

逢
臨
時
福
祉
給
付
金
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
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実
施
期
間　

　
８
月
〜
平
成
29
年
３
月

実
施
回
数　

　
全
24
回
で
土
曜
日
、
夏
休
み
お

よ
び
冬
休
み
を
予
定

会　
場

　
築
地
社
会
教
育
会
館
お
よ
び
区

役
所
８
階
会
議
室

対　
象

　
区
で
は
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
症
の
早
期

発
見
・
予
防
を
目
的
と
し
て
、
Ｈ

Ｉ
Ｖ
検
査
・
相
談
事
業
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
症
と
は
、
ヒ
ト
免

疫
不
全
ウ
イ
ル
ス（
Ｈ
Ｉ
Ｖ
）に
感

染
し
て
い
る
こ
と
を
言
い
ま
す
。

感
染
後
は
免
疫
力
が
徐
々
に
低
下

し
て
い
き
ま
す
が
、
特
有
な
自
覚

症
状
は
あ
り
ま
せ
ん
。
免
疫
力
が

低
下
す
る
こ
と
で
病
気
に
か
か
り

や
す
く
な
り
、
合
併
症
を
発
症
す

る
と
エ
イ
ズ
と
診
断
さ
れ
ま
す
。

　
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
を
早
期
に
発
見
し

適
切
な
治
療
を
受
け
る
こ
と
で
、

エ
イ
ズ
の
発
症
を
遅
ら
せ
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
を
判

断
で
き
る
の
は
、
検
査
だ
け
で
す
。

匿
名
、
無
料
で
受
け
ら
れ
ま
す
の

で
、
感
染
の
心
配
の
あ
る
方
は
検

査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

通
常
検
査（
毎
月
２
回
）

検
査
日
時

　
原
則
第
２
・
第
４
木
曜
日

　
午
前
９
時
〜

 

９
時
45
分
受
け
付
け

結
果
通
知
日
時

　
原
則
２
週
間
後
の
木
曜
日

　
午
前
10
時
15
分
〜

 

11
時
受
け
付
け

年
金
特
別
徴
収
と
は

　
公
的
年
金
を
受
け
て
い
る
方
の

納
税
の
便
宜
を
図
る
目
的
で
、
公

的
年
金
を
支
給
す
る
際
に
個
人
住

民
税（
特
別
区
民
税
・
都
民
税
）を

差
し
引
い
て
行
う
徴
収
の
こ
と
で

夜
間
検
査（
臨
時
）

検
査
日
時

　
６
月
８
日（
水
）

　
午
後
６
時
30
分
〜

 

７
時
30
分
受
け
付
け

結
果
通
知
日
時

　
６
月
22
日（
水
）

　
午
後
６
時
30
分
〜

 

７
時
30
分
受
け
付
け

共　
通

会　
場

　
中
央
区
保
健
所
１
階

検
査
項
目

　
Ｈ
Ｉ
Ｖ
、
性
病（
梅
毒
・
淋
菌
・

ク
ラ
ミ
ジ
ア
）

◎
電
話
予
約
が
必
要
で
す
。

逢
中
央
区
保
健
所
健
康
推
進
課
予

防
係
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区
内
在
住
の
ひ
と
り
親
家
庭
な

ど
の
中
学
生
で
以
下
の
要
件
を
満

た
す
方

・
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て
い

る
か
、
所
得
が
こ
れ
に
相
当
す

る
世
帯
で
あ
る
こ
と

・
現
在
、
学
習
塾
・
家
庭
教
師
や

他
自
治
体
な
ど
が
実
施
し
て
い

る
学
習
支
援
を
受
け
て
い
な
い

こ
と

内　
容　

　
お
子
さ
ん
１
〜
２
人
に
つ
き
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
１
人
の
個
別
指
導
学

習
形
式
で
、
学
習
時
間
は
１
回
２

時
間
程
度
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
学

校
で
使
用
し
て
い
る
教
材
を
元
に

個
別
指
導
し
ま
す
。

定　
員

　
10
人（
申
し
込
み
多
数
の
場
合

は
、
面
談
に
よ
り
決
定
し
ま
す
）

費　
用

　
無
料

申
し
込
み
方
法

　
電
話
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
キ
ッ
ズ
ド
ア
に
申
し
込
む
。

逢
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
キ
ッ
ズ
ド
ア

 

☎（
５
２
４
４
）９
９
９
３

絢chuo@
kidsdoor.net

・
事
業
内
容
に
つ
い
て

　
子
育
て
支
援
課
子
育
て
支
援
係
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年金特別徴収　初年度
例　年税額 54,600円の場合
普通徴収（個人納付） 特別徴収（本徴収）
6月 8月 10月 12月 2月

年金特別徴収税額の
1/2を2回に分けて各納
期ごとに個人納付

年金特別徴収税額の
1/2を3回に分けて年金
から特別徴収

13,700円 13,600円 9,100円 9,100円 9,100円

公的年金からの特別徴収は、公的年金受給者の納税の利便や市区町村
における徴収の効率化を図る観点から行われています。

特別区民税・都民税納税通知書記載イメージ

納
税
通
知
書
は
左
の
図
の
よ
う
に
記
載
さ
れ
ま
す
。

普通徴収
期別 納　期　限 納付税額（円）

年金特別徴収（今年度徴収分）
回数 納　期　限 納付税額（円）
第1回 平成28年4月分 9 100
第2回 平成28年6月分 9 100
第3回 平成28年8月分 9 100
第4回 平成28年10月分 9 900
第5回 平成28年12月分 9 700
第6回 平成29年2月分 9 700
年金特別徴収（翌年度仮徴収分）
回数 納　期　限 納付税額（円）
第1回 平成29年4月分 9 500
第2回 平成29年6月分 9 400
第3回 平成29年8月分 9 400

年金特別徴収のうち、10月
支給分以後の本徴収金額を表
示しています。

年金特別徴収のうち、４月支
給分以後の仮徴収金額を表示
しています。

引き続き前年度から年金特別
徴収となる場合、納付額はあ
りません。ほかに普通徴収税
額がある場合や年金特別徴収
初年度の場合は表示されます。

翌年度に年金支給額から仮徴
収を行う金額を表示していま
す。この金額は前年度分の年
税額の１/2を3等分した額に
なります。

年金特別徴収　次年度
例　年税額 56,600円の場合
特別徴収（仮徴収） 特別徴収（本徴収）
4月 6月 8月 10月 12月 2月
前年度分の年金特別徴
収税額の1/2を4月、6
月、8月の3回で年金か
ら特別徴収

年金特別徴収税額から
仮徴収を差し引いた残
りを10月、12月、2月の
3回で年金から特別徴収

9,100円 9,100円 9,100円 9,900円 9,700円 9,700円

す
。

対　
象

　
個
人
住
民
税
の
納
税
義
務
者
の

う
ち
、
前
年
中
に
公
的
年
金
な
ど

を
受
給
し
て
い
る
方
で
、
当
該
年

度
の
初
日（
４
月
１
日
）に
老
齢
基

礎
年
金
な
ど
を
受
給
し
て
い
る
65

歳
以
上
の
方

　
た
だ
し
、
次
に
該
当
す
る
方
は

対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

・
年
金
収
入
の
み
の
方（
65
歳
以

上
）で
公
的
年
金
所
得
の
み
で

は
非
課
税
と
な
る
方（
例
え
ば

単
身
の
方
は
年
金
収
入
額
１
５

５
万
円
以
下
、
配
偶
者
を
扶
養

し
て
い
る
方
は
、
年
金
収
入
額

２
１
１
万
円
以
下
の
方
）

・
公
的
年
金
か
ら
差
し
引
く
住
民

税
額
が
老
齢
基
礎
年
金
額
を
超

え
る
方

・
中
央
区
で
介
護
保
険
の
特
別
徴

収
対
象
被
保
険
者
で
な
い
方

・
配
当
割
控
除
額
ま
た
は
株
式
等

譲
渡
所
得
割
控
除
額
が
均
等
割

額
以
上
あ
る
方

◎
対
象
と
な
る
年
金
は
老
齢
基
礎

年
金
な
ど
の
、
老
齢
ま
た
は
退

職
を
支
給
事
由
と
す
る
公
的
年

金
で
す
。

◎
特
別
徴
収
の
対
象
税
額
は
、
前

年
中
の
公
的
年
金
所
得
に
係
る

個
人
住
民
税
の
所
得
割
額
お
よ

び
均
等
割
額
と
な
り
ま
す
。

年
金
仮
徴
収

　
平
成
27
年
度
に
お
け
る
年
金
か

ら
の
特
別
徴
収
は
、
２
月
分
ま
で

行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
２
月
分

と
同
額
を
４
・
６
・
８
月
分
の
徴

収
額
と
す
る
仮
徴
収
制
度
が
始
ま

っ
て
い
ま
す
。

　
た
だ
し
、
こ
の
金
額
は
あ
く
ま

で
も
仮
に
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
平
成
28
年
度
の
住
民
税
額
を

決
定
す
る
６
月
に
、
決
定
し
た
税

額
と
の
調
整
を
行
い
、
そ
の
上
で

本
徴
収
を
実
施
し
ま
す
。

　
な
お
、
税
額
の
計
算
結
果
に
よ

っ
て
は
年
金
特
別
徴
収
を
中
止
し
、

普
通
徴
収
に
変
更
を
し
て
納
付
書

に
よ
っ
て
納
め
て
い
た
だ
く
場
合

や
、
多
く
徴
収
し
て
い
る
仮
徴
収

税
額
の
一
部
ま
た
は
全
部
を
お
返

し
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
計
算
結
果
は
、
６
月
10
日（
金
）

に
発
送
す
る「
特
別
区
民
税･

都
民

税
納
税
通
知
書
」に
記
載
を
し
て

い
ま
す
の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

納
税
通
知
書
記
載
内
容

　
納
税
通
知
書
に
記
載
を
す
る
内

容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
本
年
度
特
別
徴
収
税
額（
仮
徴

収
分
４
・
６
・
８
月
徴
収
分
と

本
徴
収
分
10
・
12
・
２
月
徴
収

分
）

・
翌
年
度
仮
徴
収
額（
翌
年
４
・

６
・
８
月
徴
収
分
）

・
普
通
徴
収
税
額（
公
的
年
金
に

係
る
特
別
徴
収
税
額
以
外
の
普

通
徴
収
税
額
ま
た
は
年
金
特
別

徴
収
初
年
度
の
普
通
徴
収
税

額
）

・
給
与
か
ら
特
別
徴
収
さ
れ
る
税

額
◎
平
成
28
年
度
の
住
民
税
が
仮
徴

収
分
を
下
回
っ
て
い
る
場
合
は
、

別
途
還
付
通
知
書
を
お
送
り
し

ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

逢
税
務
課
課
税
係
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問
い
合
わ
せ（
申
込
）先

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

凡
例

Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　
経
済
セ
ン
サ
ス‒

活
動
調
査
は
、

６
月
１
日（
水
）を
期
日
と
し
、
全

国
、
全
て
の
事
業
所
・
企
業
を
対

象
に
経
済
活
動
の
状
況
を
把
握
す

る
統
計
調
査
で
す
。「
経
済
の
国

勢
調
査
」と
い
わ
れ
る
最
も
重
要

な
調
査
の
一
つ
で
、
調
査
の
結
果

は
、
国
お
よ
び
地
方
公
共
団
体
に

お
け
る
行
政
施
策
の
立
案
や
、
民

間
企
業
に
お
け
る
経
営
計
画
の
策

定
な
ど
、
経
済
の
発
展
を
支
え
る

基
礎
資
料
と
し
て
利
用
さ
れ
る
ほ

か
、
各
種
統
計
調
査
の
母
集
団
情

報
と
な
り
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

調
査
事
項

　
経
営
組
織
、
事
業
所
の
開
設
時

期
、従
業
者
数
、事
業
内
容
、売
上

（
収
入
）金
額
、費
用
、電
子
商
取
引

の
有
無
、
設
備
投
資
の
有
無
な
ど

◎
切
り
取
っ
て
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

✂〈キリトリ〉

✂〈キリトリ〉

相談案内 ◎ 相談日が祝日、休日な
どに当たる場合は変更
になることがあります。

平成28年
6月1日現在

相談案内 日　時 場　所 予約先
区民相談 月～金曜日 午前8時30分～午後5時 まごころステーション 予約不要

法律相談
毎週金曜日

午後1時～4時

区民相談室
☎（3546）9590毎月第2･4水曜日 日本橋特別出張所

毎月第1･3月曜日 月島特別出張所
人権擁護相談 毎月第3木曜日

区民相談室

予約不要国の行政相談
行政書士相談 毎月第3水曜日

☎（3546）9590司法書士相談 毎月第1火曜日
成年後見・司法書士相談 毎月第3火曜日
遺言・公証相談 毎月第1水曜日

年金相談
偶数月の第4水曜日

予約不要5･9･1月の第3水曜日 日本橋特別出張所
7･11･3月の第4水曜日 月島特別出張所

税務相談 毎月第2･4水曜日 区民相談室 ☎（3546）5266
分譲マンション管理相談 毎月第2･4月曜日 京橋プラザ区民館 ☎（3561）5191
不動産取引相談 毎月第3月曜日 区民相談室 ☎（3546）9590土地家屋調査測量・表示登記相談 毎月第4木曜日

建築物の耐震相談
月～金曜日 午前8時30分～午後5時 建築課

☎（3546）5459毎月第1土曜日 

午後1時～4時 

月島特別出張所 
毎月第3土曜日 日本橋特別出張所

住宅住み替え相談 毎月第1月曜日 区民相談室 ☎（3546）5466
高齢者のための住み替え相談 毎月第2･4火曜日 ☎（3546）5355

高齢者の保健福祉・介護保険の相談 月～金曜日 午前8時30分～午後5時 介護保険課 予約不要 月～土曜日 午前9時～午後6時 各おとしより相談センター
「シルバーワーク中央」おおむね55
歳以上の方の無料職業紹介・相談 月～金曜日 午前9時～午後4時 シルバーワーク中央 ☎（3551）9200

相談案内 日　時 場　所 予約先

「ブーケ21」女性相談 毎月第1･5水、第4火曜日 午前10時～午後4時 女性センター
「ブーケ21」 ☎（5543）0653毎月第2火、第3水曜日 午後3時30分～8時30分

女性相談

月～金曜日
午前9時～午後5時 

子育て支援課 ☎（3546）5350ひとり親家庭相談 
家庭相談
保育園入園相談 ☎（3546）9587
子どもと子育て家庭の総合相談 日～土曜日 子ども家庭支援センター ☎（3534）2255
来所教育相談 月～土曜日 教育センター ☎（3545）9200
こどもの発達相談 月～金曜日 午前9時～午後5時 福祉センター ☎（3545）9311
障害のある方の相談全般 午前9時～午後6時 ☎（6264）3957
精神に障害のある方の一
般相談

月・水・木曜日 午前9時～午後7時 障害者地域活動支援セ
ンター「ポケット中央」 ☎（3541）1021土・日曜日 午前9時～午後6時

保健福祉の相談 月～金曜日 午前8時30分～午後5時 保健所・保健センター 予約不要
生活困窮者の自立相談 午前9時～午後4時 生活支援課 ☎（3546）5496

福祉サービス苦情・相談 毎月第1・3水曜日 午後1時～5時 福祉サービス
苦情・相談窓口 ☎（3546）8373

商工相談
月～金曜日

午前9時～午後5時 商工観光課 ☎（3546）5330
消費生活相談 午前9時～午後4時 消費生活センター ☎（3543）0084
交通事故相談 午前8時30分～午後4時 中央交通事故相談所 ☎（3206）0507

電話相談（予約不要）
「ブーケ21」
電話女性相談 毎週月曜日 午前10時～午後4時 女性センター「ブーケ21」 ☎（5543）0653

認知症サポート電話相談
月～金曜日

午前9時～午後5時 介護保険課 ☎（3546）5286

電話医療相談 午前9時～正午 中央区保健所 ☎（3545）1875午後1時～4時
電話教育相談室こども
電話相談 月～土曜日 午前9時～午後5時 教育センター ☎（3545）9203

　
区
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
意
見
・

要
望
・
提
案
な
ど
を
お
聴
き
す
る

「
区
長
へ
の
手
紙
」を
ご
存
じ
で
す

か
。
区
施
設
の
カ
ウ
ン
タ
ー
に
備

え
て
あ
る
広
聴
は
が
き
の
ほ
か
区

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
フ
ァ
ク
ス
・

投
書
箱
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
内

容
を
具
体
的
に
お
聴
き
す
る
場
合

も
あ
り
ま
す
の
で
、
連
絡
先
・
氏

名
の
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
こ
こ
で
、
平
成
27
年
度
後
半
に

寄
せ
ら
れ
た「
区
長
へ
の
手
紙
」の

中
か
ら
、
い
く
つ
か
を
ご
紹
介
し

ま
す
。

Ｑ　
敬
老
大
会
の
観
劇
に
つ
い
て

毎
度
ご
配
慮
心
か
ら
感
謝
い
た

し
ま
す
。
い
き
い
き
館
な
ど
で

話
を
す
る
と
、
観
劇
よ
り
買
物

券
の
方
が
い
い
と
言
う
方
が
大

勢
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

Ａ　
高
齢
者
に
観
劇
の
楽
し
み
や

外
出
の
機
会
な
ど
を
提
供
す
る

敬
老
大
会
と
、
高
齢
者
の
お
祝

い
と
暮
ら
し
の
一
助
の
た
め
の

敬
老
買
物
券
等
贈
呈
事
業
で
は
、

そ
の
趣
旨
が
異
な
り
、
ど
ち
ら

か
一
つ
に
す
る
、
ま
た
は
ど
ち

ら
か
を
選
択
し
て
い
た
だ
く
と

い
う
こ
と
は
難
し
い
と
考
え
て

い
ま
す
。 
（
10
月
投
書
）

Ｑ　
日
本
橋
久
松
町
の
テ
ナ
ン
ト

ビ
ル
に
、
客
引
き
を
す
る
店
が

開
店
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
条
例

違
反
で
は
な
い
で
す
か
。
指
導
、

取
り
締
ま
り
を
し
て
く
だ
さ
い
。

Ａ　
11
月
25
日
と
26
日
に
実
態
調

査
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
店
舗
前

の
歩
道
上
で
通
行
人
に
声
掛
け

し
て
い
ま
し
た
が
直
ち
に
条
例

に
違
反
す
る
よ
う
な
客
引
き
行

為
は
見
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。
店
舗
側
に
対
し
、
条
例
の

趣
旨
を
説
明
し
執
拗
な
客
引
き

を
行
わ
な
い
よ
う
口
頭
指
導
し

ま
し
た
。 

（
11
月
投
書
）

Ｑ　
隣
家
が
民
泊
を
始
め
る
と
申

し
入
れ
て
き
ま
し
た
。
勉
強
不

足
の
た
め
し
っ
か
り
し
た
態
度

が
取
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
中

央
区
で
は
民
泊
を
認
め
て
い
る

の
で
す
か
。区
の
方
針
を
具
体
的

に
教
え
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

Ａ　
無
許
可
の
民
泊
は
旅
館
業
法

違
反
と
な
る
こ
と
か
ら
、
中
央

区
で
は
認
め
て
い
ま
せ
ん
。
ま

た
、
隣
家
お
よ
び
ビ
ル
所
有
者

に
も
同
様
の
説
明
を
し
、
民
泊

を
や
め
る
旨
の
回
答
を
い
た
だ

情
報
の
保
護
な
ど

　
統
計
法
に
よ
り
、
調
査
員
を
は

じ
め
と
す
る
調
査
関
係
者
に
は
、

調
査
で
知
り
得
た
情
報
の
守
秘
義

務
が
あ
り
、
こ
れ
に
反
し
た
と
き

の
罰
則
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
調
査
内
容
は
厳
重
に
管
理

さ
れ
、
統
計
作
成
以
外
の
目
的
に

は
、
一
切
使
用
す
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
回
答
期

限
は
６
月
７
日（
火
）ま
で
で
す

　
調
査
の
回
答
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
に
よ
る
方
法
や
、
記
入
済
み

の
調
査
票
を
調
査
員
に
提
出
す
る

方
法
が
あ
り
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
回
答
で
は
、
厳
重
に
守
ら
れ

た
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
も
と
、
24
時

間
い
つ
で
も
回
答
可
能
で
す
。
ぜ

ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

「
区
長
へ
の
手
紙
」か
ら

平
成
28
年
経
済
セ
ン
サ
ス
―

活
動
調
査
実
施
中

　
区
内
全
３
カ
所
に
あ
る
い
き
い

き
館（
敬
老
館
）で
は
、
高
齢
者
の

皆
さ
ん
の
憩
い
の
場
と
し
て
、
健

康
づ
く
り
・
仲
間
づ
く
り
・
生
き

が
い
づ
く
り
・
入
浴
な
ど
の
さ
ま

ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　
ま
だ
い
き
い
き
館
を
ご
利
用
さ

れ
て
い
な
い
方
は
一
度
足
を
運
ん

で
み
ま
せ
ん
か
。
な
お
、
初
め
て

の
方
は
、
見
学
も
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

対　
象

　
60
歳
以
上
の
区
内
在
住
者

利
用
方
法

　
登
録
が
必
要
で
す
。
初
め
て
の

方
は
、
保
険
証
な
ど
を
持
参
し
、

各
い
き
い
き
館（
敬
老
館
）で
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

◎ 

利
用
料
は
無
料
で
す
。

開
館
時
間

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

休
館
日

　
年
末
年
始

入
浴
時
間

　
午
後
１
時
〜
４
時

◎ 

日
曜
日
お
よ
び
第
２
・
第
４
金

曜
日（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ふ
れ
あ

い
銭
湯
実
施
日
）は
入
浴
で
き

ま
せ
ん
。

事　
業

　
ヨ
ガ
教
室
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
、
民

謡
、
コ
ー
ラ
ス
、
パ
ソ
コ
ン
教
室
、

健
康
麻
雀
教
室
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま

な
講
座
の
ほ
か
、
健
康
相
談
、
マ

ッ
サ
ー
ジ
サ
ー
ビ
ス
、
コ
ン
サ
ー

ト
、
敬
老
・
新
春
の
つ
ど
い
な
ど

も
行
っ
て
い
ま
す
。

◎ 

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

逢
い
き
い
き
桜
川（
桜
川
敬
老
館
）

　
入
船
１

－

１

－

13

 

☎（
３
５
５
３
）０
０
３
０

　
い
き
い
き
浜
町（
浜
町
敬
老
館
）

　
日
本
橋
浜
町
３

－

37

－

１

 
☎（
３
６
６
９
）３
３
８
５

　
い
き
い
き
勝
ど
き（
勝
ど
き
敬

老
館
）

　
勝
ど
き
１

－

５

－

１
 

☎（
３
５
３
１
）３
２
５
８

い
て
い
ま
す
。 

（
12
月
投
書
）

Ｑ　
路
上
駐
車
の
改
善
や
観
光

客
・
タ
ク
シ
ー
利
用
者
の
利
便

性
向
上
の
観
点
か
ら
も
、
築
地

市
場
の
跡
地
は
駐
車
場
に
し
て

早
朝
は
豊
洲
市
場
に
出
入
り
す

る
大
型
ト
ラ
ッ
ク
、
昼
間
は
観

光
バ
ス
・
夜
は
銀
座
の
客
待
ち

タ
ク
シ
ー
用
に
す
れ
ば
い
い
と

思
い
ま
す
。

Ａ　
都
の
市
場
跡
地
の
土
地
利
用

計
画
は
未
定
と
聞
い
て
い
ま
す

が
、
区
で
は
周
辺
区
域
と
の
調

和
な
ど
が
十
分
確
保
さ
れ
る
よ

う
一
体
的
に
検
討
す
る
こ
と
な

ど
を
引
き
続
き
都
へ
要
望
し
て

い
き
ま
す
。
観
光
バ
ス
へ
の
対

策
は
、
市
街
地
再
開
発
事
業
な

ど
で
乗
降
所
が
整
備
さ
れ
る
予

定
で
す
。 

（
２
月
投
書
）

　
こ
の
ほ
か
に
も
、
駐
輪
場
の
利

用
に
関
す
る
も
の
や
学
校
に
関
す

る
も
の
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
ご
意

見
ご
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
区
の
事
業
以
外
の
も
の

は
個
人
情
報
保
護
の
観
点
か
ら
本

人
の
了
解
を
得
て
、
都
や
警
察
署

な
ど
の
担
当
機
関
に
対
応
を
依
頼

し
ま
す
。

※ 

意
見
な
ど
の
送
付（
問
い
合
わ

せ
）先

　
〒
１
０
４

－

８
４
０
４

　
中
央
区
築
地
１

－

１

－

１

　
広
報
課
広
聴
係

 

☎（
３
５
４
６
）５
２
２
２

 

℻  （
３
５
４
６
）２
０
９
５

◎
回
答
が
で
き
な
か
っ
た
場
合
に

は
、
６
月
８
日（
水
）以
降
、
調

査
員
が
再
度
事
業
所
を
訪
問
し
、

紙
の
調
査
票
の
提
出
を
お
願
い

し
ま
す
。

経
済
セ
ン
サ
ス
―

活
動
調
査
コ

ー
ル
セ
ン
タ
ー

受
付
時
間

・
午
前
９
時
〜
午
後
８
時（
土
・

日
曜
日
、
祝
日
も
開
設
）

・
調
査
票
の
記
入
方
法
な
ど
調
査

全
般

　
☎
０
１
２
０（
１
４
３
）１
５
０

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
答
に
つ
い

て
　
☎
０
１
２
０（
６
７
１
）９
３
７

逢
・
調
査
票
回
収
日
時
の
連
絡
や

変
更
、
調
査
票
の
再
送
な
ど

　
区
民
生
活
課
調
査
統
計
係

 

☎（
３
５
５
３
）７
３
１
３

い
き
い
き
館
の
利
用
案
内

 

〜
い
き
い
き
館
に
ご
来
館
く
だ
さ
い
〜



(5)

平成28年（2016年）6月1日（水曜日） No.１２８７区のおしらせ 6 月 1 日号

問
い
合
わ
せ（
申
込
）先

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

凡
例

Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

り
な
ど
、
多
様
な
文
化
資
源
が

脈
々
と
息
づ
い
て
い
ま
す
。
こ
の

地
域
の
文
化
資
源
を
広
く
知
っ
て

い
た
だ
く
た
め
、「
ま
ち
か
ど
展

示
館
」と
し
て
整
備
し
、
開
設
し

て
い
ま
す
。

　
規
模
や
展
示
方
法
は
そ
れ
ぞ
れ

で
す
が
、
中
央
区
が
誇
る
文
化
の

一
端
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

逢
ま
ち
か
ど
展
示
館
運
営
協
議
会

事
務
局（
文
化
・
生
涯
学
習
課

文
化
振
興
係
）

 

☎（
３
５
４
６
）５
３
４
６

茜http://w
w
w
.chuoku-m

a
chikadotenjikan.jp/

▲「まちかど展示館」トップぺージ

　
男
女
共
同
参
画
を
よ
り
身
近
に

捉
え
て
い
た
だ
く
た
め
、
講
演
と

映
画
上
映
を
実
施
し
ま
す
。

日　
時

　
７
月
９
日（
土
）

　
午
後
１
時
〜
４
時
30
分

　
（
午
後
０
時
30
分
開
場
）

会　
場

　
日
本
橋
社
会
教
育
会
館
ホ
ー
ル

対　
象

　
区
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者

内　
容

・
講
演　
「
日
本
家
族
は
ど
こ
に

い
く
」

　
「
パ
ラ
サ
イ
ト
・
シ
ン
グ
ル
」や

「
婚
活
」と
い
う
言
葉
の
生
み
の

親
で
家
族
社
会
学
を
専
攻
と
さ

れ
て
い
る
講
師
が
日
本
の
家
族

の
姿
や
現
代
が
直
面
し
て
い
る

問
題
な
ど
に
つ
い
て
お
話
し
し

ま
す
。

　
講
師　
中
央
大
学
文
学
部
教
授

　

 

山
田
昌
弘

・
映
画　
「
ぼ
く
た
ち
の
家
族
」

（
監
督　
石
井
裕
也
、
主
演　

妻
夫
木
聡
）

　
母
親
の
病
気
を
き
っ
か
け
に
さ

　
集
団
回
収
と
は
、
家
庭
か
ら
出

る
資
源（
新
聞
・
缶
な
ど
）を
持
ち

寄
り
、
直
接
、
回
収
業
者
へ
引
き

渡
す
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
で
す
。

利　
点

・
回
収
品
目
・
日
時
・
場
所
な
ど

を
設
定
し
、
活
動
で
き
ま
す
。

・
地
域
の
方
々
が
一
体
と
な
っ
て

取
り
組
む
こ
と
で
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
場
が
生
ま
れ
ま
す
。

・
助
成
金（
回
収
量
１
㎏
に
つ
き

７
円
・
半
期
ご
と
に
１
万
２
千

円
）を
活
用
し
て
地
域
活
動
の

充
実
が
図
れ
ま
す
。

開
始
手
順

①
町
会
・
自
治
会
、
婦
人
会
、
Ｐ

Ｔ
Ａ
ま
た
は
10
世
帯
以
上
の
区

民
の
方
で
団
体
を
つ
く
り
ま
す
。

②
回
収
品
目
な
ど
活
動
内
容
を
、

区
に
相
談
し
ま
す
。

③
回
収
品
目
・
日
時
な
ど
を
決
め
、

資
源
回
収
業
者
と
契
約
し
ま
す
。

④
区
に
団
体
登
録
を
申
請
し
ま
す
。

⑤
区
か
ら
登
録
証
が
発
行
さ
れ
、

活
動
開
始
で
す
。

逢
中
央
清
掃
事
務
所
清
掃
事
業
係

 

☎（
３
５
６
２
）１
５
２
３

ま
ざ
ま
な
問
題
に
直
面
し
た
家

族
が
、
再
び
一
つ
に
な
っ
て
い

く
姿
を
描
い
た
作
品
を
上
映
し

ま
す
。

費　
用

　
無
料

定　
員

　
２
０
０
人（
先
着
順
）

申
し
込
み
方
法

　
７
月
８
日（
金
）ま
で
に
電
話
ま

た
は
フ
ァ
ク
ス
に
氏
名
、
電
話
番

号
、
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
別
を

記
入
し
て
、
ま
た
は
区
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
電
子
申
請
か
ら
申
し
込

む
。

◎
生
後
３
カ
月
以
上
の
未
就
学
の

お
子
さ
ん
を
お
預
か
り
し
ま
す
。

７
月
１
日（
金
）ま
で
に
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い（
定
員
あ
り
）。

主　
催

　
中
央
区
女
性
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、

中
央
区

逢
総
務
課
女
性
施
策
推
進
係

 

☎（
５
５
４
３
）０
６
５
１

 

℻  （
５
５
４
３
）０
６
５
２

　
社
会
の
高
齢
化
が
進
む
中
、
現

在
の
シ
ニ
ア
世
代
に
は
、
豊
か
な

経
験
を
生
か
し
た
地
域
で
の
活
躍

が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
区
で
は
、
シ
ニ
ア
の
経

験
、
知
識
、
特
技
な
ど
の
得
意
分

野
を
登
録
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な

ど
と
し
て
地
域
で
活
動
し
て
い
た

だ
く「
元
気
高
齢
者
人
材
バ
ン
ク
」

を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　
人
材
バ
ン
ク
で
は
、
地
域
活
動

や
社
会
貢
献
活
動
を
希
望
す
る
登

録
者
と
、
人
材
を
必
要
と
す
る
団

体
な
ど
か
ら
の
依
頼
を
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
し
、
活
動
に
結
び
つ
け
て

い
ま
す（
活
動
例
は
、
別
表
の
と

お
り
）

　
登
録
者
に
よ
る
講
座
や
教
室
な

ど
の
活
動
依
頼
は
も
ち
ろ
ん
、「
こ

ん
な
特
技
の
あ
る
人
は
い
る
？
」

「
こ
ん
な
講
座
は
開
催
で
き
る
？
」

な
ど
の
ご
相
談
も
、
元
気
高
齢
者

人
材
バ
ン
ク
事
務
局
ま
で
お
気
軽

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
活
動
内
容
な
ど
の
情
報

は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
粋
！
活
き
元

気
人
サ
イ
ト
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
こ
れ
ま
で
の
経
験
や
特
技
を
生

か
し
て
地
域
活
動
、
社
会
貢
献
活

動
を
し
て
み
た
い
方
は
、
ぜ
ひ
人

材
バ
ン
ク
に
ご
登
録
く
だ
さ
い
。

　
人
材
バ
ン
ク
で
は
、
登
録
者
同

士
の
技
能
向
上
や
交
流
を
図
る
お

披
露
目
会
、
登
録
者
に
よ
る
講
座

な
ど
を
開
催
し
、
活
動
依
頼
に
つ

　
第
35
代
中
央
区
観
光
大
使
・
ミ

ス
中
央
の
候
補
者
を
募
集
し
ま
す
。

予
選
会
・
本
選
会
を
経
て
選
ば
れ

た
３
人
の
方
に
は
、
区
の
公
的
行

事
な
ど
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま

す（
謝
礼
の
お
支
払
い
な
ど
が
あ

り
ま
す
）。
ま
た
、
行
事
に
参
加

し
た
感
想
を
観
光
協
会
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
内
の「
観
光
大
使
・
ミ
ス
中

央
ブ
ロ
グ
」に
掲
載
し
、
中
央
区

の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
、
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ

プ
に
協
力
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
選
考
会
の
参
加
者
全
員
に
参
加

賞
を
用
意
し
ま
す
。
中
央
区
・
東

京
・
日
本
を
明
る
く
照
ら
す
皆
さ

ん
の
笑
顔
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時
・
会
場

予
選
会

　
８
月
６
日（
土
）　
午
前
10
時
〜

　
コ
ー
ト
ヤ
ー
ド
・
マ
リ
オ
ッ
ト

銀
座
東
武
ホ
テ
ル（
報
道
・
関

係
者
以
外
は
入
場
不
可
）

本
選
会

　
８
月
27
日（
土
）　
午
後
１
時
〜

（
予
定
）

　
日
本
橋
三
越
本
店
1
階
中
央
ホ

ー
ル（
一
般
公
開
審
査
）

応
募
資
格

　
18
歳
以
上
の
区
内
在
住
・
在

勤
・
在
学
者
で
、
現
在
他
の
観
光

団
体
な
ど
と
専
属
契
約
が
な
い
女

性（
既
婚
、
未
婚
不
問
）で
、
１
年

間
30
回
程
度
の
行
事
に
参
加
で
き

る
方

◎
在
勤
の
場
合
、
社
員
・
派
遣
社

員
は
可
、
ア
ル
バ
イ
ト
は
不
可

◎
在
学
の
場
合
、
高
校
生
は
不
可

申
し
込
み
方
法

　
７
月
10
日（
消
印
有
効
）ま
で
に

所
定
の
申
込
書
に
記
入
し
、
写
真

と
必
要
書
類
を
添
付
し
て
郵
送
ま

た
は
観
光
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
申
し
込
む
。

◎
申
込
書
は
中
央
区
観
光
協
会
で

配
布
す
る
ほ
か
、
観
光
協
会
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

必
要
書
類

　
応
募
資
格
を
証
明
で
き
る
も
の

◎
郵
送
で
申
し
込
む
場
合
は
、
申

込
書
に
証
明
書
を
同
封
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
し
込
む
場
合

は
、
専
用
ペ
ー
ジ
か
ら
書
類
の

画
像
を
送
信
し
て
く
だ
さ
い
。

賞
　
区
長
賞
、
区
議
会
議
長
賞
、
観

光
協
会
賞
、
観
光
商
業
ま
つ
り
実

行
委
員
会
賞
、
区
内
百
貨
店
な
ど

か
ら
豪
華
副
賞
、
ほ
か
参
加
賞

主　
催

　
中
央
区
観
光
協
会
、
中
央
区
観

光
商
業
ま
つ
り
実
行
委
員
会

◎
詳
し
く
は
中
央
区
観
光
協
会
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

逢
〒
１
０
４

－

０
０
６
１

　
中
央
区
銀
座
１

－

25

－

３
京
橋

プ
ラ
ザ
３
階

　
中
央
区
観
光
協
会

 
☎（
６
２
２
８
）７
９
０
７
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or.jp

な
げ
て
い
ま
す
。

登
録
対
象

　
お
お
む
ね
50
歳
以
上
の
区
内
在

住
者

登
録
方
法

　
電
話
で
連
絡
の
上
、
区
役
所
４

階
高
齢
者
福
祉
課
窓
口
へ
お
越
し

く
だ
さ
い
。

逢
元
気
高
齢
者
人
材
バ
ン
ク
事
務

局（
高
齢
者
福
祉
課
高
齢
者
活

動
支
援
係
内
）

 

☎（
３
５
４
６
）５
３
３
４

茜
粋
！
活
き
元
気
人
サ
イ
ト

　

http://ikiiki.genki365.net/

　
中
央
区
は
歴
史
と
伝
統
を
育
み
、

江
戸
以
来
の
老
舗
や
地
域
の
お
祭

▲第34代中央区観光大使・ミス中央

別表
活動例

・講座・セミナーの講師
　（折り紙、はがき絵、書道、着付け指導など）
・演芸披露
　（三味線、長唄、落語、日本舞踊など）
・福祉施設などの補助ボランティア
　（外出サポート、レクリエーション補助など）
・イベントのボランティアスタッフ
　（受付、会場案内、会場設営など）

元
気
高
齢
者

 

人
材
バ
ン
ク
の
ご
案
内

集
団
回
収
の
ご
案
内

〜
人
材
を
お
探
し
な
ら
、

　
私
た
ち
に

 

お
任
せ
く
だ
さ
い
〜

活
動
依
頼
募
集
中

〜
経
験
や
特
技
を

　
生
か
し
て
社
会
貢
献

 

し
て
み
ま
せ
ん
か
〜

登
録
者
募
集
中

第
35
回
中
央
区
観
光
大
使
・

 

ミ
ス
中
央
選
考
会
開
催

「
ま
ち
か
ど
展
示
館
」専
用

 

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
公
開
中

講
演
と
映
画
の
つ
ど
い

 

「
家
族
」っ
て
な
ん
だ
ろ
う
？

〜〝
今
〞に
見
る
そ
れ
ぞ
れ
の
姿
〜



(6)

対
象

日
時

問
い
合
わ
せ（
申
込
）先

定
員

費
用

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

申
し
込
み
方
法

会
場

内
容

凡
例

Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

平成28年（2016年）6月1日（水曜日） No.１２８７区 の お し ら せ 6 月 1 日 号

（7面からのつづき）情報コーナー

特別区民税・都民税（普通徴収
分）の口座振替（自動払い込み）
のご案内
　口座振替（自動払い込み）をご利用
いただくと金融機関の口座から納期
限ごとに振替納税ができます。
　金融機関などへ足を運ぶ必要もな
く、また納付を忘れる心配もなくな
ります。

［口座振替の利用申込書（はがき型）
による申し込み］
　申し込みはがきは、区役所２階税
務課と日本橋・月島特別出張所で配
布しています。口座振替をご希望の
方は、利用申込書に所定の事項を記
載し、通帳用の印を押印の上、保護
シールを貼り郵送してください。
　７月15日（金）までの申し込みで、
平成28年度第２期分から口座振替が
開始できます（８月31日（水）引き落
とし）。

［キャッシュカードによる申し込み］
　税務課の窓口で、口座名義人ご本
人の金融機関のキャッシュカードを
専用端末機で読み取るだけで申し込
みができます。お申し込みの際は、
金融機関のキャッシュカードと口座
名義人であることの確認ができるも
の（マイナンバーカード・運転免許
証など）をお持ちください。
　８月10日（水）までの申し込みで、
平成28年度第２期分から口座振替が
開始できます（８月31日（水）引き落
とし）。
◎申し込み可能な金融機関は、みず

ほ銀行・三菱東京ＵＦＪ銀行・三
井住友銀行・りそな銀行・東日本
銀行・東京シティ信用金庫・城北
信用金庫・ゆうちょ銀行（計８行）
に限ります。

［区内の金融機関での直接申し込み］
　金融機関の窓口に預（貯）金通帳、
通帳用の印をお持ちください。
逢税務課収納係
　☎（３５４６）５２７６

６月は特別区民税・都民税（普
通徴収分）の第１期分の納期
　特別区民税・都民税（普通徴収分）
の納税通知書および納付書を６月10
日（金）に郵送します。
　第１期分の納期限は、６月30日

（木）です。
　金融機関、郵便局、コンビニエン
スストア・モバイルレジ（納付書に
記載された額が300,000円以下のバ
ーコードのあるもの）または区役所
２階税務課、日本橋・月島特別出張
所で納めてください。
逢税務課収納係
　☎（３５４６）５２７６

中央都税事務所からのお知らせ
６月は固定資産税・
都市計画税第１期分の納期
　納税通知書は、６月１日（水）に発
送します。お近くの金融機関、コン
ビニエンスストアなどで６月30日

（木）までに納めてください。
　納税には、安心で便利な口座振替
がご利用できます。
　また、金融機関・郵便局のペイジ
ー対応のＡＴＭ、インターネットバ

ンキングやモバイルバンキングでも
納付できます。
逢中央都税事務所
　☎（３５５３）２１５１
・口座振替の申し込み方法などにつ

いて
　都主税局徴収部納税推進課
　☎（３２５２）０９５５

国保・年金手帳

平成28年度の国民年金額
　国民年金額は、現役世代の賃金水
準に連動して改定することになって
います。しかし、平成28年度の年金
額は、物価・賃金によるスライドは
行われず、平成27年度と同じ金額と
なります。ただし、被用者年金一元
化法により端数処理が変更になった
ため、月額で数円の増減が生じます。
　それぞれの方の具体的な年金額に
ついては、日本年金機構からお知ら
せします。
逢中央年金事務所お客様相談室
　☎（３５４３）１４１１（代表）

交通事故で国民健康保険を
使うときには必ず届け出を
　交通事故や傷害事件など、第三者

（加害者）から受けたけがの治療費は、
原則として加害者が負担すべきもの
です。
　しかし、加害者がすぐに治療費を
払えないなど、やむを得ない場合は、
区に届け出（第三者行為による傷病
届）を行うと国民健康保険証を使っ
て治療を受けることができます。
　国民健康保険証を使ったときは、
治療費から一部負担金を除いた額を、
国民健康保険が加害者の代わりに医
療機関などに立て替えて支払い、後
日加害者に立て替えた分を請求しま
す。
　なお、次のようなときは、国民健
康保険証は使えません。
・加害者から既に治療費を受け取っ

たり、示談を済ませたとき
・業務中や通勤中の事故のとき
・被害者が、飲酒運転や無免許運転

などの違法行為をしていたとき
逢保険年金課給付係
　☎（３５４６）５３６１

その他
「中央区の森」事業へのご寄附
ありがとうございました
　平成27年10月から平成28年３月末
まで、「中央区の森」事業に66,500円
のご寄附をいただきました。これに
より、事業開始当初から平成28年３
月末現在の総額は4,474,289円になり
ました。寄附金は「中央区森とみど
りの基金」に積み立て、森林保全活
動を行う団体への活動費助成などに
使われています。
寄附金内訳

　平成27年10月から平成28年３月末
までにご寄附をいただいた方（順不
同）

［個人］匿名（４人）
［団体］中央区婦人学級連絡会、茅場

町二・三丁目町会
逢環境推進課環境活動係
　☎（３５４６）５６５４

児童館夏期臨時職員（保育補助）
の募集

［勤務期間］
　７月21日（木）～８月31日（水）

［勤務時間］
　①午前８時45分～午後５時
　②午前９時～午後１時

［勤務場所］
　築地・浜町・月島児童館

［応募資格］
　18歳以上の方（高校生不可・保育
士資格の有無は不問）

［募集人数］
　８人程度

［賃金］
　① 日額8,050円（交通費なし）
◎保育士資格取得者は8,580円
　②日額5,330円（交通費なし）
姶６月17日（金）までに写真付きの履

歴書を持参または郵送する。
◎履歴書の備考欄には勤務期間中の

勤務可能な日を記入してください。
［採用結果］
　面接の上、７月初旬ごろまでに連
絡します。
逢〒104－0054
　中央区勝どき１－４－１
　子ども家庭支援センター事業係
　☎（３５３４）２１０３

障害のある方の就職面接会
唖６月21日（火）
　午後１時30分～４時30分
娃東京体育館メインアリーナ（渋谷

区千駄ヶ谷１－17－１）
阿当日は約260社の企業が参加を予

定しています。
逢ハローワーク飯田橋専門援助第２

部門
　☎（３８１２）８６０９
　（部門コード４４＃）

予防生活援助サービス従事者
研修
唖６月29日（水）、30日（木）
　午前10時～午後４時
◎２日間、計10時間の研修です。
◎途中、昼食休憩が１時間あります。
娃区役所８階第３会議室
亜・ 自社での研修制度がない訪問介

護事業者などに予防生活援助サ
ービスの従事を目的に雇用され
ている方（介護福祉士などの資
格を有する訪問介護員を除く）

・ボランティアなどの団体に所属
し、高齢者への生活援助サービ
スの担い手となる意向のある方

・団体などに所属していないが、
生活援助サービスの今後担い手
となる意向のある方

阿要支援者などを対象とした介護予
防・日常生活支援総合事業の予防
生活援助サービスの従事者研修
愛20人（定員に達し次第申し込み終

了）
挨無料
姶６月27日（月）までに電話で申し込

む。
逢介護保険課介護給付係
　☎（３５４６）５３７８

暴走族追放強化期間
６月１日（水）～30日（木）
～暴走族の追放は、まず家庭から・
そして地域から～
　これからの時期、都内では暴走族
の活動が活発になり、道路交通秩序
や周辺住民の生活環境に大きな影響
を及ぼします。
　区では、東京都・警視庁をはじめ
教育委員会や区内４警察署などの関
係機関・団体と連携し、暴走族の不
法行為の防止や青少年の健全育成、
二輪車などの交通事故防止を図るこ
とを目的に、「暴走族追放強化期間」
を設けて、区民の皆さんとともに暴
走族追放の活動を推進します。
推進重点

・暴走族追放に向けた気運の醸成と
環境づくり

・暴走族および車両の不法改造業者
に対する指導･取り締まりの強化

・暴走族への加入阻止と暴走族から
の離脱・立ち直り支援対策

・暴走行為追放の呼び掛けを通じた
交通安全意識の向上

・青少年への声掛け・対話を通じた
健全育成および非行防止活動

逢環境政策課交通対策係
　☎（３５４６）５４４３

落下防止のために建物の点検を
　建物の外壁や袖看板などは老朽化
などにより破損し、落下する恐れが
あります。区内でも外壁タイルが落
下し、通行人が負傷するという事故
もありました。
　外壁のタイルやモルタル塗り、ス
チール枠の窓ガラス、屋外広告物な
どは特に注意が必要です。日頃から
の点検を心掛けてください。

［外壁の場合］
・ひび割れや部分的な剥がれがない

か
・膨らんでいたり、浮いている部分

がないか
・たたいた時に、他の部分と比べて

違う音がする部分がないか
［窓ガラスの場合］
・ガラスがパテ留めとなっていない

か
［屋外広告物などの場合］
・さびや劣化がないか
　このようなことがありましたら、
専門家に相談し調査や改善を行って
ください。建物の点検や維持管理は
所有者、管理者の皆さんの責務です。
日頃から点検や維持管理を行い落下
物による事故を未然に防ぎましょう。
逢建築課調査係
　☎（３５４６）５４５５

唖６月10日（金）・24日（金）
◎６月10日はアジサイの湯
娃中央区内公衆浴場
挨100円（敬老入浴証持参者と小

学生以下は無料）
逢地域振興課区民施設係
　☎（３５４６）５６２３
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東京湾ディナークルーズ
唖７月22日（金）
・集合　午後７時
　東京ヴァンテアンクルーズ竹芝営

業所（港区海岸１－12－２）
・出航　午後７時20分（約２時間の

クルージング）
亜中小企業に勤務する区内在住・在

勤者と同居家族
阿レストランシップ「ヴァンテアン

号」をスペースチャーターしての
クルージングと洋食ビュッフェ

（食べ放題＆飲み放題）
愛50人（申し込み多数の場合は抽選）
挨大人　7,600円
　小人（小学生以下）　5,700円
◎ 一 般 料 金　大 人10,600円、 小 人

8,000円
◎費用は乗船料・ビュッフェ料理・

フリードリンクを含む。
姶６月23日（必着）までに往復はがき
（１グループ１枚限り）に「ディナ
ークルーズ」と明記し、①申込代
表者の氏名・住所・電話番号・勤
務先（名称・所在地・電話番号）②
参加人数と全員の氏名・年齢を記

入して申し込む。
逢〒104－0061
　中央区銀座４－９－８銀座王子ビ

ル２階
　レッツ中央（中央区勤労者サービ

ス公社）
　☎（３５４６）８６１０

ピラティス教室
～インナーマッスルを鍛えよう～

唖７月８日～22日の毎週金曜日
　計３回
　午前10時～11時30分
娃浜町メモリアル４階会議室
亜区内在住・在勤・在学者で全日参

加できる方
阿体の内部を鍛えてけがのしにくい

体をつくります。
愛15人（先着順）
挨無料

［持ち物］飲み物、汗拭きタオル
◎当日は動きやすい服装でお越しく

ださい。
姶６月３日（金）から電話で申し込む
（受け付けは午前９時～午後５時）。
逢浜町メモリアル
　☎（５６９５）８０５１

スポーツ
スポーツ教室のお知らせ

［教室実施期間］７月～８月
娃総合スポーツセンター
阿別表４のとおり
◎教室により実施期間などが異なり

ます。

［申込期限］６月30日（必着）
◎申し込み多数の場合は抽選です。
◎申し込み方法についてはお問い合

わせいただくか、館内で配布する
チラシまたは施設ホームページを
ご覧ください。

逢総合スポーツセンター教室係
　☎（３６６６）１５０１
茜http://www.chuo-sports.jp

税
給与所得者が年の途中で退職
した場合の特別区民税・都民
税の納付方法
　次のいずれかの方法で特別区民
税・都民税を納めてください。
・退職時に特別徴収により、まとめ

て納める
・普通徴収により納める
・転職した場合で、転職先の会社の

給与から引き続き特別徴収により
納める

◎退職した場合は、特別徴収義務者
（給与支払者）から異動届出書の提
出が必要になります。

逢税務課課税係
　☎（３５４６）５２７０

特別区民税・都民税の減免申請
　生活保護を受けているときや災害
などで納税が困難なときは、減免の
制度があります。
　申請期限などがありますので、詳
しくはお問い合わせください。
逢税務課課税係
☎（３５４６）５２７０

タイムドーム明石プラネタリウム
夏の一般投影
６月１日（水）～９月４日（日）
阿別表１のとおり

［休館日］
　毎週月曜日（祝日の場合は開館、
翌平日休館）

［６月～９月の休館日以外でプラネ
タリウムの一般投影がない日］
　６月７日（火）・８日（水）、７月３

日（日）
挨300円（未就学児・区内中学生以下

は無料）
◎チケットは毎日10時から発売しま

す。土・日曜日、夏休み期間は特
に混雑しますので、お早めにご購
入ください（事前予約は行ってい
ません）。

逢郷土天文館「タイムドーム明石」
　☎（３５４６）５５３７

別表1
タイトル 内　容 日　時

1回目
キッズ
タイム

なつのほしぞら
（字幕つき映像）
　　　＋
親子向け番組

「名探偵コナン星影の魔術師」

TVや映画でおなじみの名探偵コナン
がついにプラネタリウムに登場。満天
の星の下で繰り広げられるキッドとコ
ナンの対決。

火～金曜日
午後3時
土・日曜日、祝日
午前11時30分

2回目
生解説
タイム

星空生解説
「今月のテーマ」
　　　＋
シアター番組

「Seasons
～星の広がる高原～」

最初に当日の星空と今月のテーマにつ
いて生解説します。
6・7月：「赤い星・火星に「命」はいる
のか」
8・9月：「近くて遠い天体・月」
後半は、シアター番組の「Seasons ～
星の広がる高原～」を投影します。

［ナレーション］声優　田丸篤志

火～金曜日
午後4時30分
土・日曜日、祝日
午後2時30分

3回目
シアター
タイム

夏の星空（映像）
　　　＋
シアター番組

【新番組】
「Seasons ～星降る水面～」

私たちの地球は、水とともに生命を育
み、風景を描いてきました。心の奥底
に、いつまでも輝いている風景はあり
ますか。

「Seasons ～星降る水面～」では、水の
潤いがもたらす季節のうつろいを感じ
つつ、水とつながりがある数々の星座
を巡って行きます。

［ナレーション］声優　斉藤壮馬

火～金曜日
午後6時 
土・日曜日、祝日
午後4時

友好都市の山形県東根市
「さくらんぼ祭」
［日時など］別表２・３のとおり
阿山形県の品評会でも大変評判の高

い果樹王国ひがしねのさくらんぼ
を存分に味わえるイベントが開催

されます。
　　また、「さくらんぼ種飛ばし大

会」も行われますので、ぜひご参
加ください。
逢果樹王国ひがしね観光物産推進協

議会（東根市商工観光課内）
　☎０２３７（４２）１１１１（代表）

別表2　さくらんぼ種飛ばし大会
日　時 会　場 定　員

6月18日（土）午前10時30分～ 市場橋公園および市場橋公園駐車場
◎会場で販売も行います。 600人

19日（日）午後1時～ 月島西仲共栄会商店街（一番街） 300人
◎会場で先着順に受け付け（参加無料）
別表3　さくらんぼの販売

日　時 会　場

6月18日（土）午前10時30分～
午後1時30分 築地場外市場「ぷらっと築地」（築地4-16-2）

19日（日）正午～午後4時 月島西仲共栄会商店街（一番街）
◎各会場とも売り切れ次第終了

もっと知りたい！第2日曜日
は天文・宇宙のトビラ
はじめての「金星」
唖６月12日（日）
　午後１時～２時（途中入退場不可）
娃タイムドーム明石プラネタリウム

ホール
阿「金星」はどのような星なのか、最

新の観測結果や画像を用いて、当
館プラネタリウム解説員がご紹介
します。
愛86人（先着順）
挨無料
◎当日、直接会場へお越しください。
◎入場整理券を当日正午から６階受

付で配布します。
逢郷土天文館「タイムドーム明石」
　☎（３５４６）５５３７

女性センター「ブーケ21」
水曜イブニングトーク
唖７月６日（水）
　午後６時30分～午後８時
娃女性センター「ブーケ21」
阿今年のテーマは「京橋・築地界隈

で働く女性たち」です。
　　中央区のまちの中で、生き生き

と働き、生活している方々からお
話を伺い、新たな発見と元気をも
らいましょう。

［テーマ］築地で働く元気な５代目
　～すべりにくい長靴を守る～

［ゲスト］長靴専門店「伊藤ウロコ」専
務取締役、５代目跡取り

　伊藤嘉奈子
挨無料
姶電話またはファクスに①～④（９

面記入例参照）を記入して申し込
む（電子申請も可）。

◎本講座は「中央区民カレッジ連携
講座」のため、区民カレッジの単
位となります。

別表4
教室名 日　時 回　数 料　金

はじめてキッズスイム 7月25日（月）～28日（木）午前9時～9時50分 4回 2,400円

レベルアップキッズスイム
8月2日（火）～5日（金） 午前11時～11時50分 4回 2,400円
8月16日（火）～19日（金）午前10時～10時50分 4回 2,400円

◎その他のクラスについて、詳しくは館内掲示などをご覧ください。

逢総務課女性施策推進係
　☎（５５４３）０６５１
　ＦＡＸ（５５４３）０６５２

特別展｢古代ギリシャ－時空を
超えた旅－」関連文化講演会
唖７月12日（火）
　午後６時50分開演（午後６時20分

開場）
娃日本橋公会堂ホール（日本橋劇場）
亜区内在住・在勤者
阿東京国立博物館平成館で開催（６

月21日（火）～９月19日（祝））され
る特別展「古代ギリシャ－時空を
超えた旅－」に関する講演会を、
ＮＨＫと共催で開催します。

［講師］東京国立博物館学芸研究部調
査研究課考古室長　白井克也

愛424人（申し込み多数の場合は抽
選）

挨無料
姶６月21日（必着）までに往復はがき

に①古代ギリシャ講演会希望②～
⑤（９面記入例参照）⑥在勤の方は
勤務先の名称・所在地・電話番号
を記入して申し込む。

◎講演会受講者には、本展の招待券
を１人１枚差し上げます。

逢〒104－0041
　中央区新富１－13－24
　中央区文化・国際交流振興協会
　☎（３２９７）０２５１
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中央エフエム・ラジオシティ「中央区からのお知らせ」（10分番組）（月～金曜日　AM10：30 ～ 10：40　PM3：00 ～ 3：10　PM9：30 ～ 9：40　祝日・休日、年末年
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～ 10：20　PM3：00 ～ 3：20　PM9：40 ～ 10：00）はFMラジオ84.0MHzで放送しています。

（9面からのつづき）情報コーナー

「医療相談窓口」のご案内
～ご相談は専用電話で受け付けてい
ます～

　ご自分やご家族が受けた診断や治
療、薬など医療に関しての不安や疑
問はありませんか。
　「医療相談窓口」では、さまざまな
医療に関する相談などをお受けする
とともに、解決の糸口を探すお手伝
いをしています。

［受け付け日時］
　月～金曜日（土・日曜日、祝日、
年末年始を除く）
　午前９時～正午、午後１時～４時

［業務内容］
・専任の相談員（看護師）が医療に関

する相談や、区内の診療所・歯科
診療所などに関する苦情および相
談をお受けします。

・患者さんと診療所・歯科診療所な
どとの信頼関係の構築を支援しま
す。

・中立的な立場から相談業務を行い、
問題解決に向けた助言を行います。

・相談に当たっては、相談者のプラ
イバシーを保護し、相談により不
利益を被ることがないようにしま
す。

［例えばこんな時に］
・自宅付近の医療機関を知りたい。
・医療についてどこに相談したら良

いのか分からない。
・医師や看護師などの職員の対応が

気になる。
・治療についての説明を受けたが、

その内容が分からない。
・薬の説明が分からない。
◎医療行為における過失や因果関係

の有無・責任の所在を判断・決定
したり、診療所・歯科診療所など
との紛争の介入や調停はできませ
ん。また、医療機関の良しあしの
判断や評価もできません。

◎介護疲労による利用の場合は、ケ
アマネジャーにご相談ください。

◎詳しくはお問い合わせください。
逢介護保険課地域支援係
　☎（３５４６）５３７９
◎区役所閉庁時は、直接施設にお申

し込みください。
　サニーパレス京橋
　☎（３５５３）３７８３

手話通訳・要約筆記サービス
のご案内
手話通訳者による窓口でのお手伝い
亜聴覚などに障害のある方
阿手話通訳者が各種相談や手続きを

お手伝いします。
［利用日時］
　毎週金曜日
　午前10時～正午、午後１時～３時

［利用方法］
　区役所１階受付（まごころステー
ション）にお申し出ください。
手話通訳者・要約筆記者の派遣
亜聴覚などに障害のある方

［派遣時間］
　手話通訳者および要約筆記者それ
ぞれ月20時間以内で、１回２時間を
単位とし、これを超える場合は１時
間単位で加算されます。

［申請手続き］
・登録
　本人、家族または代理の方が障害
者福祉課へ申請してください。
・派遣の申し込み
　中央区社会福祉協議会ボランティ
ア・区民活動センターへ派遣希望日
の５日前までに申し込んでくださ
い。 
逢障害者福祉課障害者福祉係
　☎（３５４６）５６９７
　ＦＡＸ（３５４４）０５０５

６月・７月生まれの方へ「がん
検診等受診券」を発送しました
亜40歳以上の区内在住者
挨無料（ただし、精密検査は受診者

負担）
逢福祉保健部管理課保健係
　☎（３５４６）５３９７

高齢者向けパソコン教室
～ゆっくり楽しくチャレンジ～
ステップアップ文書作成＆はがきコース

唖７月４日（月）～15日（金）（土・日
曜日を除く）　計10回

　午前９時30分～11時30分
娃シルバー人材センター２階パソコ

ン研修室
亜60歳以上で、「はじめて体験コー

ス」修了程度の方
阿「ワード」の、次のステップ学習と

して最適なコースです。
・文書を美しく飾る技法
・はがきの作成方法　など

［講師］シルバー人材センターの会員
愛10人（申し込み多数の場合は抽選）
挨8,000円（1日800円×10日）
◎テキスト代は別で、FOM出版｢初

心者のためのWord 2010｣（1,296
円）を使用します。
姶６月10日（必着）までに往復はがき

に①「ステップアップ文書作成＆
はがきコース」②～⑤（９面記入例

参照）⑥パソコンの機種名⑦申し
込み理由を記入して申し込む。

◎以前に受講された方も申し込むこ
とができます。

◎当選者は当選はがきで指定された
口座に受講料を納入してください。
期日を過ぎた場合は、補欠の方に
受講の資格が移ります。

◎パソコンのＯＳはWindows７です。
逢〒104－0032
　中央区八丁堀３－17－９京華スク

エア１階
　中央区シルバー人材センター
　☎（３５５１）２７００

いきいき健康麻雀教室
唖７月２日～９月24日の毎週土曜日
（８月13日を除く）　計12回

　午後１時～４時
娃いきいき桜川（桜川敬老館）
亜60歳以上の区内在住者で健康麻雀

初心者の方（いきいき館の利用者
証が必要）

愛16人（申し込み多数の場合は抽選）
挨無料
姶６月１日（水）から10日（金）までに

いきいき桜川（桜川敬老館）窓口で
直接申し込む（電話申し込み不可）。

◎受講決定者は６月13日（月）以降館
内に掲示します。

逢いきいき桜川（桜川敬老館）
　☎（３５５３）００３０

息苦しさを和らげる
ゆっくり体操
唖６月29日（水）
　午後２時30分～４時30分
娃日本橋社会教育会館地下２階第１

洋室
亜区内在住・在勤で気管支ぜんそく

などの呼吸器疾患がある方
阿息苦しさを和らげたり、呼吸を楽

にする体操
［講師］新葛飾病院理学療法士
　根本伸洋
愛20人（先着順）
挨無料
姶６月１日（水）から22日（水）までに

電話で申し込む。
逢福祉保健部管理課保健係
　☎（３５４６）５４００

健康セミナー「女性のための
ピラティス教室」
唖７月６日～27日の毎週水曜日
　計４回
　午後６時30分～８時30分
娃築地社会教育会館３階第３和室
亜中小企業に勤務する区内在住・在

勤者および区内在住者（女性限定）
阿・正しい姿勢を身に付ける
　・身体の柔軟性を高める
　・ 全身をバランス良く鍛える　な

ど
愛25人（申し込み多数の場合は抽選）
挨1,000円
姶６月15日（必着）までに往復はがき

に①～⑤（９面記入例参照）⑥在勤
の方は勤務先（名称・所在地・電
話番号）を記入して申し込む。

逢〒104－0061
　中央区銀座４－９－８銀座王子ビ

ル２階
　レッツ中央（中央区勤労者サービ

ス公社）
☎（３５４６）８６１０

一時預かり保育事業のご案内
　保護者の冠婚葬祭や育児疲れなど
の理由により、家庭での保育が一時
的に困難になったときに、お子さん
をお預かりします。
　また、保護者の出産や緊急の入院
などにより、一時的に保育が困難に
なった場合に、原則２日以上30日以
内の範囲でお子さんをお預かりする
緊急保育も実施しています。

［利用日時・対象など］
　別表のとおり

［利用方法］
　利用する施設で事前登録の上、利
用日の前日までに利用申請書を提出
してください。登録の際は健康保険
証、乳幼児医療証、お子さんと送迎
される方の写真を持参してください。

　晴海こども園、京橋こども園でも
一時預かり保育を実施しています。
利用方法など、子ども家庭支援セン
ターと異なるところがありますので、
詳しくは直接こども園へお問い合わ
せください。
◎区のホームページから各施設の空

き状況を検索できます。
逢子ども家庭支援センター事業係
　☎（３５３４）２１０３
　子ども家庭支援センター日本橋分

室
　☎（３６６６）４２６７
　晴海こども園
　☎（３５３４）３５５３
　京橋こども園
　☎（３５６４）５５３２

［相談専用電話］
　☎（３５４５）１８７５
◎病院に関する苦情については、東

京都医療安全支援センターにご相
談ください。

［東京都医療安全支援センター（患者
の声相談窓口）］
　☎（５３２０）４４３５
逢中央区保健所生活衛生課医事薬事

係
　☎（３５４１）５９３７

緊急生活支援宿泊サービス
（緊急ショートステイ）

　介護保険のショートステイとは別
に、介護者の緊急時に、短期間施設
でお世話するサービスを実施してい
ます。
　経管栄養などの医療ニーズが高く
ても、状態が安定している方は利用
できます（医療処置の内容などによ
っては、利用できない場合もありま
す）。
亜・ 介護者の急な事情（入院、葬儀

出席など）で他に介護できる方
がいない場合

　・ 介護者の心身が著しい疲労状態
にあり、ショートステイの利用
により疲労の回復が見込まれる
場合

［利用期間］
　原則として１週間以内
挨１日につき最大4,358円
◎世帯および個人の所得により、利

用料が５段階あります。詳しくは
お問い合わせください。

◎日用品（紙おむつなど）は持ち込み
可能です。施設で用意した物を利
用した場合は、別途実費相当額が
かかります。

［実施施設］
　介護付有料老人ホーム「サニーパ
レス京橋」

［ベッド数］
　３床

区立こども園の一時預かり保育

別表

実施場所 子ども家庭支援センター
「きらら中央」

子ども家庭支援センター
日本橋分室

利用対象 区内在住の生後57日目～6歳の未就学児
利用日 毎日（祝日、年末年始を除く） 月～金曜日（祝日、年末年始を除く）

利用時間 午前9時～午後5時

定　員
・生後57日目～2歳未満　10人
　（ただし0歳は4人まで）
・2歳～6歳（未就学児） 　 10人
◎緊急保育は2人

5人
◎緊急保育は１人

利用料 1時間800円
（緊急保育は1日2,000円）
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保健・医療・福祉
「中央区見守りキーホルダー」
「救急医療情報キット」配布
「中央区見守りキーホルダー」登録
システム

　外出先で突然倒れたり、徘徊によ
り保護され身元が確認できない場合
などに、あらかじめ登録された番号
をおとしより相談センターに問い合
わせることで、迅速に氏名・緊急連
絡先が確認できる「見守りキーホル
ダー」を配布しています。
亜65歳以上の高齢者（40歳以上の要

支援・要介護認定者を含む）で外
出に不安などがある方

◎申込時に緊急連絡先（２人）をご登
録いただきます。事前に連絡先の
方の氏名・住所・電話番号をご確
認の上、来所してください。

「救急医療情報キット」の配布
　自宅で倒れた時などに救急隊によ
る救急活動がより適切に行えるよう、
緊急連絡先や血液型などを記入して
冷蔵庫に保管しておく、「救急医療
情報キット」を配布しています。

亜65歳以上の高齢者のうち１人暮ら
しや高齢者のみ世帯の方などで緊
急時に不安などがある方

共　通
挨無料
姶区内のおとしより相談センター（京

橋・日本橋・月島）または区役所４階
介護保険課へ来所して申し込む。
逢京橋おとしより相談センター
　☎（３５４５）１１０７
　日本橋おとしより相談センター
　☎（３６６５）３５４７
　月島おとしより相談センター
　☎（３５３１）１００５
　介護保険課地域支援係
　☎（３５４６）５３７９

東京都予防医学協会での
乳がん検診
唖・娃別表２のとおり
◎受付時間は指定されます。日時の

変更は受診券到着後に検査機関に
直接ご連絡ください。
亜区内在住の36歳以上（昭和56年３

月31日以前に生まれた方）の女性
で４月１日から平成29年３月31日
の間に誕生日に達して偶数歳にな

施　設
日本橋図書館の休館
　日本橋小学校の増改築工事に伴い、
日本橋図書館５階フロアを７階フロ
アへ移転するとともに、６階フロア
について劣化改修を実施するため、
図書館を休館します。

［休館期間および休館中の図書館サ

ービス］
　別表１のとおり
◎詳しくはお問い合わせください。

［リニューアルオープン］
・７階一般開架フロアの先行開館
　10月10日（祝）
・完全開館
　平成29年４月１日（土）
逢日本橋図書館
　（３６６９）６２０７

別表1
休館期間 休館中の図書館サービス

7月1日（金）～10月4日（火） 館内に仮設カウンターを設置し、予約の受け付け、予約図書な
どの貸し出し・返却サービスを継続

10月5日（水）～9日（日） 休止（返却のみ可）

10月10日（祝）
～平成29年3月31日（金）

・�7階一般開架フロアの閲覧サービスを再開（ただし、調べもの
コーナーは利用不可）

・児童図書については予約対応を継続（新着図書は閲覧可）

障害者地域活動支援センター
「ポケット中央」のご案内
　「ポケット中央」では精神障害のあ
る在宅の区民の方が、地域で自立し
た生活を送れるようにさまざまな支
援を行っています。

［事業］
・居場所の提供
　自分のペースで利用できる居場所

として、交流室を開放しています。
・相談支援
　電話相談・面接相談などを行って

います。
・創作的活動
　週１回程度、運動や食事会などの

参加プログラムを行っています。
・精神障害者デイケア
　毎週水曜日に、統合失調症で精神

科に通院治療中の方などを対象に、
グループワーカーが一緒に参加す
るグループ活動を行っています。

［開所日時］
　週５日（火・金曜日、年末年始を
除く）
　午前９時～午後７時
◎土・日曜日、祝日は午後６時まで
◎「居場所」の午前の利用は予約が必

要です。
［利用方法］
　相談以外の利用は登録が必要です。
◎利用料は無料です（創作的活動で

必要な材料費などは実費負担）。
逢 中央区明石町12－１中央区保健所

５階
　ポケット中央
　☎（３５４１）１０２１

別表2

日　程
8月1日（月）～12月28日（水）

月～金曜日（祝日を除く） 土曜日（第2・第4土曜日を除く）

会　場 東京都予防医学協会　新宿区市谷砂土原町1-2（市ヶ谷駅下車）

定　員 午前（9～11時）、午後（1～3時）各回1人（先着順） 午前（9～11時）1人（先着順）

申し込み方法 6月1日（水）午前8時30分～　福祉保健部管理課保健係に電話で申し込む。

る方および昨年度受診されていな
い奇数歳の方
阿問診、視触診、マンモグラフィ（乳

房エックス線）検査
挨無料（ただし、精密検査および検

診内容以外の検査は受診者負担）
姶福祉保健部管理課保健係に電話で

申し込む。
［申し込み上の注意］
　次の方は検診ができませんので、
ご注意ください。
・妊娠中または妊娠している可能性

がある方
・授乳中または断乳後、半年未満の

方
・乳がんの手術後10年経過未満で治

療を継続している方
・豊胸手術をした方
・腰痛などのため、立って体を反ら

すことが難しい方
　次の方は問診・視触診の結果によ

っては、マンモグラフィ検査ができ
ない場合があります。
・乳腺のはりが強い方
・心臓ペースメーカーを使用してい

る方
・マンモグラフィ検査ができないと

医師が判断した方
　次の方は、検診ではなく医療機関
での診療をお勧めします。
・乳腺の病気がある方
・しこりや乳頭分泌など、いつもと

違う症状がある方
　閉経前の方が検診を受ける時は、
月経が終わって１週間くらいの時期
に検査を受けると、検査時の圧迫に
よる痛みが緩和されます。
◎乳がん検診は区内医療機関でも実

施しています。
逢福祉保健部管理課保健係
　☎（３５４６）５３９７

対
象

日
時

問
合
せ（
申
込
）先

定
員

費
用

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

申
込
方
法

会
場

内
容

凡
例

Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

✂〈キリトリ〉

✂〈キリトリ〉

◎
切
り
取
っ
て
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

緊 急 の 診 療 案 内緊 急 の 診 療 案 内
■ 内科・小児科診療

東京都医療機関案内サービスひまわり ☎
☎
（5272）0303

対 象 中学生まで（15歳以下）
の急病患者

場 所 聖路加国際病院
小児総合医療センター
明石町10－1
☎（5550）7040

受付時間 午後6時45分～9時45分
（診療開始は午後7時～）

東
（携帯電話・PHS・プッシュ回線からは#7119）
京消防庁救急相談センター （3212）2323

診療時間 土曜日

○ ○
○
○

○

○
－ －

○

午後5時～10時 午前9時～午後5時 午後5時～10時

中央区休日応急診療所 ☎（3533）3136
京橋休日応急診療所　 ☎（3561）5171
日本橋休日応急診療所 ☎（5640）2570

施設名 担　　当

中央区医師会
☎（3531）1048

日本橋医師会 ☎（3666）0682

京橋歯科医師会 ☎（3538）2700

京橋薬剤師会 ☎（3567）5386

☎（3661）1565

■ 歯科診療
診療時間

○
○－ －

－ －
午後5時～10時 午前9時～午後5時 午後5時～10時

中央区休日応急歯科診療所 ☎（3541）5420
日本橋休日応急歯科診療所 ☎（5640）5256

施設名 担　　当

■ 調剤薬局
診療時間

○ ○ ○
午後5時～10時 午後5時～10時

中央区休日応急薬局 ☎（3533）5170
日本橋薬剤師会 ☎（3666）6554○ ○ ○日本橋休日応急薬局 ☎（5640）9856

施設名 担　　当

佃
公
園

佃
大
橋

清澄通り

月
島
駅

佃2-17-8
有楽町線・
大江戸線月島駅
4番出口徒歩1分

京
橋
休
日
応
急
診
療
所

↑
宝
町
駅

昭
和
通
り

京橋公園
銀座1-25-3
（京橋プラザ内）

有楽町線新富町駅
2番出口徒歩4分

浅草線宝町駅
A1出口徒歩5分

新富町駅新富町駅

日
本
橋
休
日
応
急
薬
局

日
本
橋
休
日
応
急
歯
科
診
療
所

日
本
橋
休
日
応
急
診
療
所 日本橋久松町1-2

日比谷線・浅草線人形町駅
A4出口徒歩7分

金座通り

久松小学校
久松幼稚園

久松警察署
ＮＴＴ
茅場兜

←人形町駅

診 療 日 月～金曜日
（国民の祝日、年末年始は除く）

↑
新
富
町
駅

聖
路
加
国
際
病
院

築
地
川
公
園 ←入口

←築地駅

中央区保健所

明石小学校 小児総合医療センター

有楽町線新富町駅
6番出口徒歩10分

日比谷線築地駅
3番出口徒歩7分

有楽町線新富町駅
6番出口徒歩10分

日比谷線築地駅
3番出口徒歩7分

午前9時～午後5時

土曜日・休日の診療 平日準夜間の小児科診療

毎日の診療案内（24時間）

◎緊急の場合以外は、通常の診療時間内に各医療機関で診療を受けてください。定期的に受診することはできません。

中
央
区
休
日
応
急
診
療
所

中
央
区
休
日
応
急
薬
局

中
央
区
休
日
応
急
歯
科
診
療
所

あかつき公園

入口入口

聖路加
国際病院
本館

築
地
川
公
園

築
地
川
公
園 晴

海
通
り
↓

聖
路
加
タ
ワ
ー新

大
橋
通
り

↑
新
富
町
駅

日比谷線築地駅3番出口徒歩7分
有楽町線新富町駅6番出口徒歩10分

明石町
12-1

（中央区保健所内）

←築地駅

◎年末年始は、12月29日から1月3日までです。

お江戸日本橋歯科医師会

●保険証と乳医療証（小学校就学前の方）、
　 子 医療証（小・中学校就学中の方）を必ずお持ちください。

日曜日、国民の祝日および年末年始

土曜日 日曜日、国民の祝日および年末年始

土曜日 日曜日、国民の祝日および年末年始

平成28年6月1日現在
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平成28年（2016年）6月1日（水曜日） No.１２８７区のおしらせ 6 月 1 日号

「区のおしらせ　中央」は区役所、特別出張所、区民館などの区施設、コミュニティバス、区内公衆浴場、一部金融機関、百貨店、ファミリーマート（一部店
舗を除く）、都営地下鉄の駅（東銀座・宝町・築地市場・日本橋・人形町・東日本橋・馬喰横山・浜町・勝どき・月島）、東京メトロの駅（京橋・銀座・東銀座・
新富町・築地・八丁堀・三越前・日本橋・人形町・茅場町・小伝馬町・水天宮前・月島）、ＪＲの駅（新日本橋・馬喰町）、文化堂でも配布しています。

問
い
合
わ
せ（
申
込
）先

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

凡
例

Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

築地場外市場春の恒例行事「半値市」
　５月７日、築地場外市場で自慢の一品を通常の半額で
販売する半値市が開催されました。店先に黄色のちょう
ちんを掲げた217の参加店舗からは｢お買い得!｣と威勢の
いい掛け声が飛び交い、お目当ての品を求める買い物客
などいつも以上に多くの人が訪れ、大いに賑わいました。

　
食
中
毒
は
年
間
を
通
じ
て
発
生

し
ま
す
が
、
気
温
や
湿
度
が
高
く

な
る
こ
れ
か
ら
の
季
節
は
、
細
菌

に
よ
る
食
中
毒
が
発
生
し
や
す
く

な
り
ま
す
。

　
特
に
近
年
で
は
、
肉
を
生
で
食

べ
た
り
、
加
熱
が
不
十
分
な
肉
料

理
を
食
べ
た
り
す
る
こ
と
に
よ
る

食
中
毒
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
肉
に
つ
い
て
い
る
細
菌
が
手

指
や
調
理
器
具
を
介
し
て
他
の
食

品（
サ
ラ
ダ
な
ど
）を
汚
染
し
、
そ

の
食
品
を
食
べ
る
こ
と
で
食
中
毒

に
な
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

原
因
と
な
る
主
な
食
中
毒
菌
と

症
状

カ
ン
ピ
ロ
バ
ク
タ
ー

　
鶏
や
牛
な
ど
の
家
畜
の
腸
の
中

に
い
る
細
菌
で
、
生
の
鶏
肉
や

牛
・
豚
・
鶏
の
レ
バ
ー
に
付
着
し

て
い
ま
す
。
少
量
の
菌
量
で
も
感

染
し
、
菌
が
体
内
に
入
る
と
２
日

か
ら
７
日
く
ら
い
で
、
発
熱
や
腹

痛
、
下
痢
、
吐
き
気
な
ど
の
症
状

が
現
れ
ま
す
。

腸
管
出
血
性
大
腸
菌（
Ｏ
１
５
７

な
ど
）

　
主
に
牛
の
腸
の
中
に
い
る
細
菌

で
す
。
牛
の
糞
尿
な
ど
を
介
し
て

牛
肉
や
そ
の
他
の
食
品
・
井
戸
水

な
ど
を
汚
染
し
ま
す
。
腸
管
出
血

性
大
腸
菌
も
カ
ン
ピ
ロ
バ
ク
タ
ー

と
同
様
、
少
量
の
菌
量
で
感
染
し

ま
す
。
菌
が
体
内
に
入
る
と
、
２

日
か
ら
７
日
く
ら
い
で
、
発
熱
や

激
し
い
腹
痛
、
下
痢
、
血
便
な
ど

の
症
状
が
現
れ
ま
す
。
特
に
抵
抗

力
の
弱
い
子
ど
も
や
高
齢
者
は
、

重
い
症
状
に
な
り
や
す
く
、
合
併

症
を
起
こ
し
て
死
亡
す
る
例
も
あ

り
ま
す
。

予
防
す
る
ポ
イ
ン
ト

　
「
新
鮮
だ
か
ら
生
で
食
べ
て
も

安
全
」は
間
違
い
で
す
。
鮮
度
が

良
い
か
ら
と
い
っ
て
、
肉
を
生
ま

た
は
半
生
で
食
べ
る
と
食
中
毒
の

リ
ス
ク
が
高
ま
り
ま
す
。
こ
れ
ら

の
食
中
毒
菌
は
熱
に
弱
い
た
め
、

適
切
に
加
熱
調
理
す
れ
ば
安
全
に

食
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・ 

生
の
肉
料
理（
肉
の
刺
身
な
ど
）

は
食
べ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

・ 

肉
を
加
熱
す
る
と
き
に
は
、
中

心
部
の
色
が
変
わ
る
ぐ
ら
い
ま

で
十
分
に
加
熱
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
湯
引
き
や
、
表
面
を
あ
ぶ
っ

た
だ
け
の
加
熱
で
は
、
菌
が
中

に
生
き
残
っ
て
い
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

肉
の
生
食
に
よ
る

食
中
毒
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

・ 

肉
を
調
理
す
る
時
に
使
用
す
る

調
理
器
具（
ま
な
板
、
包
丁
、

ト
ン
グ
な
ど
）は
、
専
用
の
も

の
を
使
用
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

焼
肉
や
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
の
と
き

に
は
、
生
肉
に
触
れ
た
箸
な
ど

で
食
事
を
し
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

・ 

生
肉
と
、
生
野
菜
な
ど
は
区
別

し
て
調
理
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

生
で
食
べ
る
サ
ラ
ダ
な
ど
は
肉

料
理
を
す
る
前
に
調
理
す
る
工

夫
も
大
切
で
す
。

・ 

生
肉
を
扱
っ
た
手
は
、石
け
ん
を

使
っ
て
丁
寧
に
洗
い
ま
し
ょ
う
。

・ 

生
肉
の
調
理
に
使
っ
た
ま
な
板

や
包
丁
は
洗
剤
を
使
っ
て
よ
く

洗
浄
し
、
熱
湯
や
台
所
用
漂
白

剤
で
消
毒
し
ま
し
ょ
う
。

食
中
毒
か
な
？
と
思
っ
た
ら

　
食
中
毒
と
疑
わ
れ
る
症
状
が
あ

る
場
合
は
、
早
め
に
医
療
機
関
を

受
診
し
て
く
だ
さ
い
。
自
分
自
身

の
判
断
で
の
吐
き
気
止
め
や
下
痢

止
め
の
服
薬
は
控
え
ま
し
ょ
う
。

逢
中
央
区
保
健
所
生
活
衛
生
課
食

品
衛
生
第
二
係

 

☎（
３
５
４
６
）５
３
９
９

に
注
意
し
ま
し
ょ
う

　
区
で
は
、
生
後
４
カ
月
ま
で
の

赤
ち
ゃ
ん
が
い
る
全
て
の
ご
家
庭

を
保
健
師
・
助
産
師
な
ど
が
訪
問

し
、
赤
ち
ゃ
ん
の
体
重
測
定
や
健

康
状
態
の
確
認
を
す
る
と
と
も
に
、

育
児
相
談
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
訪
問
は
母
子
健
康
手
帳
交
付
時

に
お
渡
し
す
る「
母
と
子
の
保
健

バ
ッ
グ
」の
中
に
入
っ
て
い
る
赤

ち
ゃ
ん
訪
問
連
絡
は
が
き（
出
生

通
知
書
）を
も
と
に
行
っ
て
い
ま

す
。
赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
た
ら
な

る
べ
く
早
く
投
函
し
て
く
だ
さ
い
。

　
連
絡
は
が
き
を
お
持
ち
で
な
い

方
は
お
住
ま
い
の
地
域
の
保
健

所
・
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

逢
中
央
区
保
健
所
健
康
推
進
課
予

防
係

 

☎（
３
５
４
１
）５
９
３
０

　
日
本
橋
保
健
セ
ン
タ
ー
保
健
係

 

☎（
３
６
６
１
）６
８
５
４

　
月
島
保
健
セ
ン
タ
ー
保
健
係

 

☎（
５
５
６
０
）０
７
６
５

赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
た
ら

訪
問
し
ま
す

▲赤ちゃん訪問連絡はがき
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